
 

資料２－１の一部改訂について（当該部抜粋） 

 

6 月 10 日原子力規制委員会において、意見交換会における議論の状況について、中

間報告されました。その中で、取替困難機器等に関する主な論点（別添２）として、

「劣化事象の分類について、国内既設プラントの高経年化技術評価において評価され

ている事象と対応がとれていない。高経年化技術評価の評価と異なる分類を新たに作

ることは、規制対応における混乱を招くのではないか。」との意見をいただいていま

す。 

これも踏まえて、ATENA ガイド分類と高経年化技術評価における分類の対応を整理

し、その結果、従前「分類 4」と整理していた事象のうち、長期停止期間中に保全活

動が必要となる経年劣化事象を「分類 4」とし、それ以外を「分類 4’」に整理する等

の見直しを行いました。（追加資料、P2-3） 

また、これに伴い、「摩耗」等の一部の事象と部位について、分類 4と 5を再整理し

ました。 

 6 月 8 日付事前提出資料の改訂箇所は、下表のとおりです。 

 

該当資料 改訂内容 頁 

新規追加資料 

（PLM 評価分類との対応） 

表９の次の頁に、ATENA ガイドラインにおけ

る別添 A の分類と PLM 評価書における事象分

類の関係を説明する資料を追加。 

P2-3 

資料２－１ 

表９ 別添 A において整

理した分類の凡例と考え

方（第４回会合からの見

直し案） 

「分類 5」に整理していた「摩耗」は、長期

停止期間中に大きな地震が発生した場合に

は、長期停止期間中に点検を行うため、長期

停止期間中の保全活動を伴う経年劣化事象で

ある「分類 4」に分類するよう見直した。 

また、これまで「分類 4」に整理していた

「クラッド下層部のき裂」「腐食（コンクリ

ート埋設部）」は長期停止期間中に経年劣化

要因がないため、通常運転サイクルの点検を

継続するものであり、長期停止期間中の保全

活動を伴うものではないことから、後者を

「分類 4’」と再整理した。 

 

なお、上記の見直しに伴い、資料２－４の対

象経年劣化事象の記載を見直し。 

P8-9 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

P10-13

資料２－１ 

別紙４ ATENA ガイドライ

ン（別添 A）と技術ベース

との関係（原子炉圧力容

器（PWR）） 

資料２－１表９の分類見直しに伴い、別紙４

分類の記載に反映（例：「3 無①」）。 

P14-32

以 上 

資料２－６
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ATENA ガイドと高経年化技術評価書の事象分類の関係性 

 

表９に示す ATENA ガイドの分類（見直し案）の考え方と高経年化技術評価書の分類の考え方につい

ては、下表の通り。 

 

ATENA ガイドの分類 

（見直し案） 
 

高経年化技術評価書における分類例との比較 

1 長期停止期間中の経年劣

化の発生・進展がプラン

トの長期運転において機

器・構造物の機能維持に

影響を及ぼすおそれがあ

る。 

 －（該当なし） 

2 適切な保全活動を行うこ

とによって、経年劣化は

停止期間中にも発生・進

展するが有意ではない。 

 高経年化対策上着目すべき経年劣化事象（※１）のうち、冷温停止

状態を維持する場合に進展が想定されるもの 

3 適切な保全活動を行うこ

とによって、経年劣化の

発生・進展が想定されな

い又は極めて小さい 

 
1) 想定した劣化傾向と実際の劣化傾向の乖離が考えがたい経年

劣化事象であって、想定した劣化傾向等に基づき適切な保全活動

を行っているもの（※２） 

4 経年劣化の

発生・進展

が想定され

ない又は極

め て 小 さ

い。 

経年劣化の

発生・進展

の程度を確

認 す る た

め、長期停

止期間中に

点 検 を 実

施。 

 2) 現在までの運転経験

や使用条件から得られた

材料試験データとの比較

等により、今後も経年劣

化の進展が考えられな

い、又は進展傾向が極め

て小さいと考えられる経

年劣化事象（※３） 

① 保全によりその傾向を確認して

いるもの 

4’ 長期停止期

間中に点検

を実施する

もの以外 

 ② ①以外 

5 長期停止期間中に経年劣

化要因がないため、経年

劣化の発生・進展が想定

されない。 

 通常時は高経年化対策上着目すべき経年劣化事象であるが、冷温

停止状態を維持する場合に進展が想定されないもの 

（※１）：主要６事象（低サイクル疲労、中性子照射脆化、照射誘起型応力腐食割れ、２相ステンレス鋼の熱時

効、電気・計装品の絶縁低下、コンクリートの強度低下及び遮蔽能力の低下）及び主要６事象以外で

表中の 1）2)に該当しない事象 
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（※２）：実用発電用原子炉施設における高経年化対策審査ガイド（平成２８年１１月２日改正、原子力規制

庁）のうち、３．（１）⑪ⅰ（次ページ参照）のイに該当する事象 

（※３）：実用発電用原子炉施設における高経年化対策審査ガイド（平成２８年１１月２日改正、原子力規制

庁）のうち、３．（１）⑪ⅰ（次ページ参照）のロ又はハに該当する事象 

 

（参考） 

【実用発電用原子炉施設における高経年化対策実施ガイド（平成２９年９月２０日改正、原子力規制庁）の３．

１④抜粋】 

④ 高経年化技術評価の機器・構造物に発生するか又は発生が否定できない経年劣化事象を抽出し、その発

生・進展について評価を行い、高経年化対策上着目すべき経年劣化事象を抽出すること。 

ただし、高経年化技術評価の機器・構造物に発生するか又は発生が否定できない経年劣化事象のうち、以

下に示す事象のいずれにも該当しないものであって、日常的な保守管理において時間経過に伴う特性変化

に対応した劣化管理が的確に行われている経年劣化事象（以下「日常劣化管理事象」という。）について

は、その発生・進展について評価を行い、高経年化対策上着目すべき経年劣化事象を抽出することを要し

ない。この場合、当該日常劣化管理事象の劣化傾向監視等劣化管理の考え方、方法、計画及び実績を⑩の

高経年化技術評価書において明確にすること。 

 

・ 低サイクル疲労 

・ 中性子照射脆化 

・ 照射誘起型応力腐食割れ 

・ ２相ステンレス鋼の熱時効 

・ 電気・計装品の絶縁低下 

・ コンクリートの強度低下及び遮蔽能力低下 

 

【実用発電用原子炉施設における高経年化対策審査ガイド（平成２８年１１月２日改正、原子力規制庁）の３．

（１）⑪ⅰ抜粋】 

⑪高経年化対策上着目すべき経年劣化事象の抽出 

高経年化対策上着目すべき経年劣化事象を抽出しているかを審査する。 

○視点・着眼点 

経年劣化事象による性能低下が予測から乖離する可能性があるかどうかを評価し、高経年化対策上着

目すべき経年劣化事象を抽出していること。 

ⅰ 下記のいずれかに該当する経年劣化事象を⑧で抽出した経年劣化事象から除外し、「高経年化対策

上着目すべき経年劣化事象」を抽出しているか。 

イ 想定した劣化傾向と実際の劣化傾向の乖離が考えがたい経年劣化事象であって、想定した劣化

傾向等に基づき適切な保全活動を行っているもの。 

ロ 現在までの運転経験や使用条件から得られた材料試験データとの比較等により、今後も経年劣

化の進展が考えられない、又は進展傾向が極めて小さいと考えられる経年劣化事象。 

ハ 冷温停止状態が維持されることを前提とした評価において、現在までの運転経験や使用条件か

ら得られた材料試験データとの比較等により、実施ガイド３．２③に規定する日以降において

経年劣化の進展が考えられない経年劣化事象。 

 

※「実施ガイド３．２③に規定する日」とは、高経年化技術評価の結果に基づき策定される長期施設管理方針

の運用期間の始期であり、運転開始後３０年又は４０年、５０年を経過する日 
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表
９

 
別

添
A
に

お
い

て
整

理
し
た

分
類

の
凡

例
と
考

え
方

 

添
付
資
料
①
③
 

分
類
 

 
別
添

A
対

象
機

器
・

構
造

物
に
お

い
て

長
期
停

止
期

間
中

に
想

定
さ

れ
る
経

年
劣

化
 
（

参
照

：
技

術
ベ

ー
ス

資
料
別

紙
４

）
 

 
A
TE
N
A
ガ

イ
ド
ラ

イ
ン

 
別

添
A
の
分

類
 

（
参

考
）

※
1
1
 

長
期
停

止
中

 

保
全

活
動

の
 

P
L
M
上

の
 

扱
い

 

長
期
停

止
期

間
中
の

経
年

劣
化

の
発

生
・

進
展
の

程
度

 
対

象
機
器

・
構

造
物
及

び
経

年
劣
化

事
象

 

長
期

停
止

期
間

中
の

保
全

活
動

 

分
類

 
説

明
 

期
停
止
期
間
中

の
経
年
劣
化
要

因
の
有
無
 

①
 
保

管
対

策
 

②
劣

化
の
状

況

を
点

検
 

分
類

説
明

 

有
 

 

（
添

付
①

③
：

○
）

 

1
 

経
年
劣

化
の

発
生
・

進
展

が
有
意

で
あ

る
 

（
プ
ラ

ン
ト

の
長
期

運
転

に
お
い

て
機

器
・

構
造
物

の
機

能
維
持

に
影

響
を
及

ぼ
す

）
 

該
当
な

し
 

該
当

な
し

※
４
 

該
当

な
し

※
４
 

有
 

長
期

停
止

期
間

中
の

経
年

劣
化

が
プ

ラ
ン

ト
の

長
期

運
転

に
お

い
て

機
器

・
構

造
物

の
機

能
維

持
に

影
響

を
及

ぼ
す

お
そ

れ
が

あ
る

。
 

－
※

４
 

2
 

経
年
劣

化
の

発
生
・
進

展
が

有
意

で
は
な

い

※
１

 

【
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

】
 

・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

強
度

低
下

（
中

性
化
）
（
保

全
②
点

検
・

補
修

等
）

 

・
コ

ン
ク

リ
ー
ト

の
強

度
低

下
（

塩
分

浸
透
）
（
保

全
②

点
検

・
補
修

等
）
 

－
※
５
 

◎
※

６
 

無
①

 

適
切

な
保

全
活

動
を

行
う

こ
と

に
よ

っ
て

、
長

期
停

止
期

間
中

の
経

年
劣

化
の

発
生

・
進

展
が

有
意

で
は

な
い

、
も

し
く

は
想

定
さ

れ
な

い
又

は
極

め
て

小
さ

い
も

の
。

 

○
事
象

 

3
 

適
切
な

保
管

対
策
を

行
う

こ
と
に

よ
っ

て
 

経
年
劣

化
の

発
生
・

進
展

が
 

想
定
さ

れ
な

い
又
は

極
め

て
小
さ

い
※

２
 

【
原

子
炉

圧
力

容
器

】
 

・
腐
食
（
全

面
腐

食
）（

主
蒸

気
ノ

ズ
ル

等
）（

保
全
①

水
質

管
理

、
②
水

質

点
検

（
間
接

的
に

確
認

）
）
 

・
腐

食
（

全
面

腐
食

）
（

基
礎

ボ
ル

ト
）
（
保

全
①

空
調

運
転
等

、
②

点
検
）
 

・
ピ

ッ
テ

ィ
ン

グ
（

保
全

①
養

生
、

②
点
検

）
 

・
応

力
腐

食
割
れ
（

保
全

①
水

質
管

理
、
②
水

質
点

検
（

間
接

的
に

確
認
）
）
 

【
原

子
炉

格
納

容
器

】
 

・
腐

食
（

円
筒

部
等

）
（

保
全

①
塗

膜
、

②
塗

膜
点
検

）
 

◎
※
７

※
1
0
 

◎
※
７

※
1
0
 

△
事
象

 

4
 

経
年
劣

化
の

発
生
・

進
展

が
 

想
定
さ

れ
な

い
又
は

極
め

て
小
さ

い
※

３
 

【
原

子
炉

圧
力

容
器

】
 

・
ク

ラ
ッ

ド
下

層
部

の
き

裂
 

【
原

子
炉

格
納

容
器

】
 

・
腐

食
（

コ
ン

ク
リ

ー
ト

埋
設

部
）

 

【
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

】
 

・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

強
度

低
下

（
機

械
振
動

）
 

・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

強
度

低
下

（
ア

ル
カ

リ
骨

材
反

応
）
・

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
強

度
低

下
（

凍
結

融
解

）
 

－
※
８
 

○
※

８
 

無
②

 

長
期

停
止

期
間

中
の

経
年

劣
化

の
発

生
・

進
展

が
想

定
さ

れ
な

い
又

は
極

め
て

小
さ
い

も
の

。
 

○
事
象

 

△
事
象

 

▲
事
象

 

無
 

 

（
添
付

①
③

：
 

×
）
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経
年
劣

化
の

発
生
・

進
展

が
 

想
定
さ

れ
な

い
（
経

年
劣

化
要
因

が
な

い
）

【
原

子
炉

圧
力

容
器

】
 

・
低

サ
イ

ク
ル

疲
労

、
中

性
子

照
射

脆
化
、

摩
耗

、
FA
C
 

【
原

子
炉

格
納

容
器

】
 

・
疲

労
割

れ
、

摩
耗

 

【
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

】
 

・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

強
度

低
下

・
遮

蔽
能
力

低
下

（
熱
）

 

・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

強
度

低
下

（
放

射
線
照

射
）
 

－
※
９
 

－
※

９
 

－
※

９
 

※
１
：
経
年

劣
化
の
程
度
に
つ
い

て
、
2
0
年
の
停
止

期
間
（
計

8
0
年
の
期
間
）
を
仮
定

し
て
劣
化
の
進
展
傾

向
及
び
余
裕
を
評
価

し
た
結
果
、
プ
ラ
ン

ト
長
期
運

転
期
間
中

の
機
能
維
持
に
対
し

余
裕
が
あ
り
影
響
を

及
ぼ
さ
な
い
こ
と
を

確
認
し
た
経
年
劣
化

事
象
は
、
本
欄
に
整

理
。
（
別
紙
４
参
照
）
。
 

※
２
：
長
期

停
止
期
間
中
の
保
管

対
策
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
長
期
停
止
期

間
中
の
経
年
劣
化
が

、
メ
カ
ニ
ズ
ム
的
に

想
定
さ
れ
な
い
又
は

抑
制
可
能
で
極
め
て

小
さ

い
と
考
え
ら
れ

る
も
の
を
、
本
欄
に

整
理
。
（
別
紙
４
参
照

）
 

※
３
：
経
年
劣
化
要
因

は
有
る
が
、
長
期
停
止
期

間
中
に
保
管
対
策
を

行
わ
な
く
て
も
、
設
計
・
製
作
段
階
に
お
い
て
経
年
劣
化

要
因
を
排
除
し
て
お

り
経
年
劣
化
の
発
生
・
進
展

が
想
定
さ
れ
な
い
、
も
し
く

は
既
に
有
意
な
経
年

劣
化
要
因
が
な
い
こ

と
が
確
認
さ
れ
て
お

り
、
経

年
劣
化
の
発
生
・
進
展

が
想

定
さ
れ
な
い
、

又
は
極
め
て
小
さ
い

と
考
え
ら
れ
る
も
の

を
、
本
欄
に
整
理
。
（
別
紙
４
参
照
）
。
 

※
４
：
該
当

す
る
機
器
・
構
造
物

及
び
経
年
劣
化
事
象

が
な
く
、
長
期
停
止

期
間
中
の
保
全
活
動

①
②
及
び

P
L
M
評
価
書
上
の
事
象
凡

例
と
し
て
挙
げ
ら
れ

る
も
の

は
な
い
た
め

、
「
－
」
と
し
、
記
載

を
省
略
。
 

※
５
：
コ
ン

ク
リ
ー
ト
中
性
化
等

に
つ
い
て
は
、
長
期

停
止
期
間
中
の
経
年

劣
化
の
管
理
の
た
め

に
、
分
類
３
に
あ
げ

る
よ
う
な
必
要
な
保

管
対
策
は
な
い
た
め

、
「
－
」
と
表
記
。
 

※
６
：
長
期

停
止
期
間
中
の
経
年

劣
化
の
程
度
に
つ
い

て
評
価
し
た
結
果
有

意
で
は
な
い
が
、
停

止
中
の
進
展
の
状
況

を
確
認
し
必
要
に
よ

り
補
修
等
を
行
う
た

め
に

、
長
期
停
止
期

間
中
に
実
施
す
る
こ

と
が
必
要
な
点
検
。

 

（
第

4
回

会
合

提
出

版
）
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※
７
：
長
期

停
止
期
間
中
の
経
年

劣
化
の
発
生
・
進
展

を
極
め
て
小
さ
い
等

の
程
度
に
抑
制
す
る

た
め
に
必
要
な
保
管

対
策
、
及
び
保
管
対

策
の
効
果
を
確
認
す

る
た

め
に
必
要
な
点

検
。
 

※
８
：
長
期

停
止
期
間
中
の
経
年

劣
化
の
発
生
・
進
展

が
想
定
さ
れ
な
い
又

は
極
め
て
小
さ
く
、

①
保
管
対
策
は
不
要

で
あ
る
た
め
、
「
－
」

と
表
記
。
ま
た
、
②

は
、
経
年
劣
化
の
発

生
・
進
展
が
想
定
さ

れ
な
い
又
は
極
め
て

小
さ
い
こ
と
を
確
認

す
る
た
め
に
必
要
な

点
検
。
通
常
保
全
サ

イ
ク

ル
で

行
わ

れ

て
い
る
点
検
を

長
期
停
止
期
間
中
に

限
ら
ず
再
稼
働
後
に

実
施
す
る
こ
と
も
含

め
て
継
続
す
る
点
検

で
あ
り
、
分
類
２
・

３
で
行
う
点
検
と
目

的
が
異
な
る
た
め
、
「
○
」
と
表
記
。
 

※
９
：
長
期

停
止
期
間
中
に
経
年

劣
化
要
因
が
な
く
、

保
全
活
動
①
②
と
し

て
挙
げ
ら
れ
る
も
の

は
な
い
た
め
、
「
－
」

と
表
記
。
ま
た
、
P
L
M
評
価
書
上
の
保

全
活
動
の
扱
い
は
「

－
」
と
し
、
記
載
を

省
略
。
 

※
１
０
：
A
T
E
N
A
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

別
添

A
に
お

い
て
、

保
全
ポ
イ
ン
ト
と
し

て
「
◎
」
に
該
当
す

る
保
全
活
動
を
推
奨

。
ま
た
、
必
要
に
応

じ
て
、
補
修
等
（
再

稼
働
後
の
補
修
等
を

含
む
）
に
よ
り
機
能

回
復
を
実
施
。
 

※
１
１
：
長

期
停
止
期
間
中
の
保

全
活
動
（
◎
、
〇
）

を
対
象
と
し
て
、
国

内
既
設
プ
ラ
ン
ト
の

至
近
の

P
L
M
評
価
書
に

お
い
て
評
価
さ
れ
て

い
る
事
象
凡
例
を
示

す
。
（
〇
：
高
経
年

化
対
策
上
着
目
す
べ

き
経
年
劣
化
事
象
、

△
：
高
経
年
化
対
策

上
着
目
す
べ
き
経
年

劣
化
事
象
で
は
な
い

事
象
（
日
常
劣
化

管
理
対
象
）
、

▲
：
高
経
年
化
対
策

上
着
目
す
べ
き
経
年

劣
化
事
象
で
は
な
い

事
象
（
日
常
劣
化
管

理
対
象
外
）
）
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表
９
 

別
添

A
に
お

い
て
整

理
し

た
分
類

の
凡
例

と
考

え
方
（

第
４

回
会

合
か

ら
の
見

直
し
案

）
 

添
付
資
料
①
③
 

分
類
 

 
別

添
A
対

象
機

器
・

構
造

物
に

お
い
て

長
期

停
止

期
間

中
に

想
定
さ

れ
る

経
年
劣

化
 

（
参

照
：

技
術

ベ
ー
ス

資
料

別
紙
４

）
 

A
T
E
N
A
ガ

イ
ド
ラ

イ
ン

 
別

添
A
の

分
類
 

長
期

停
止

期
間

中
の

経
年
劣

化
の

発
生

・
進

展
の

程
度
 

対
象

機
器
・

構
造

物
及
び

経
年

劣
化

事
象

 

長
期

停
止
に

伴
う

保
全

活
動

 

◎
：
A
TE
N
A
ガ
イ

ド
保

全
ポ

イ
ン

ト
分

類
説

明
 

期
停
止
期
間
中

の
経
年
劣
化
要

因
の
有
無
 

①
 
保

管
対

策
②

劣
化
の

状
況

を
点

検
 

分
類

説
明

 

有
 

 

（
添

付
①

③
：

○
）

 

1
 

経
年
劣

化
の

発
生
・

進
展

が
有
意

で
あ

る
 

（
プ
ラ

ン
ト

の
長
期

運
転

に
お
い

て
機

器
・
構

造
物

の
機
能

維
持

に
影
響

を
及

ぼ
す
お

そ
れ

が
あ

る
。
）
 

該
当

な
し
 

該
当

な
し

※
４
 

該
当

な
し

※
４
 

1 

長
期

停
止

期
間

中
の

経
年
劣

化
の

発
生
・
進

展
が

プ
ラ

ン
ト

の
長

期
運

転
に

お
い

て
機

器
・
構
造

物
の

機
能
維

持
に

影
響
を

及
ぼ

す

お
そ

れ
が

あ
る

。
 

2
 

経
年
劣

化
は

停
止
期

間
中

に
も
発

生
・
進

展
す

る
が

有
意
で

は
な

い
※
１

 

【
コ

ン
ク

リ
ー
ト

構
造

物
】

 

・
コ

ン
ク

リ
ー
ト

の
強

度
低

下
（

中
性

化
）
（

保
全

②
点

検
・

補
修
等

）
 

・
コ

ン
ク
リ

ー
ト

の
強
度

低
下

（
塩

分
浸

透
）
（

保
全
②

点
検
・

補
修

等
）

－
※

５
 

◎
※

６
 

2 

適
切

な
保

全
活

動
を

行
う
こ

と
に

よ
っ

て
、
 

経
年

劣
化

は
停

止
期

間
中
に

も
発

生
・
進

展

す
る

が
有

意
で

は
な

い
。
 

3
 

適
切
な

保
管

対
策
を

行
う

こ
と
に

よ
っ

て
 

経
年
劣

化
の

発
生
・

進
展

が
 

想
定
さ

れ
な

い
又
は

極
め

て
小
さ

い
※

２
 

【
原

子
炉

圧
力
容

器
】

 

・
腐

食
（
全

面
腐

食
）（

主
蒸

気
ノ

ズ
ル
等

）（
保

全
①

水
質

管
理

、
②

水
質

点
検

（
間

接
的

に
確

認
）
）
 

・
腐

食
（

全
面
腐

食
）
（

基
礎

ボ
ル

ト
）
（
保

全
①
空

調
運

転
等
、

②
点

検
）

・
ピ

ッ
テ

ィ
ン
グ

（
保

全
①

養
生

、
②

点
検
）

 

・
応

力
腐

食
割

れ
（

保
全

①
水
質

管
理

、
②

水
質

点
検
（

間
接
的

に
確

認
））

【
原

子
炉

格
納
容

器
】

 

・
腐

食
（

円
筒
部

等
）
（

保
全

①
塗

膜
、
②

塗
膜

点
検
）
 

◎
※

７
 

◎
※

７
 

3 

適
切

な
保

全
活

動
を

行
う
こ

と
に

よ
っ

て
、

長
期

停
止

期
間

中
の

経
年
劣

化
の

発
生
・
進

展
が

想
定

さ
れ

な
い

又
は
極

め
て

小
さ

い
。
 

4
 

経
年
劣

化
の

発
生
・

進
展

が
 

想
定
さ

れ
な

い
又
は

極
め

て
小
さ

い
※

３
 

【
原

子
炉

圧
力
容

器
】

 

・
ク

ラ
ッ

ド
下
層

部
の

き
裂

 

【
原

子
炉

格
納
容

器
】

 

・
腐

食
（

コ
ン
ク

リ
ー

ト
埋

設
部

）
 

【
コ

ン
ク

リ
ー
ト

構
造

物
】

 

・
コ

ン
ク

リ
ー
ト

の
強

度
低

下
（

機
械

振
動
）

 

・
コ

ン
ク

リ
ー
ト

の
強

度
低

下
（

ア
ル

カ
リ
骨

材
反

応
）
 

・
コ

ン
ク

リ
ー
ト

の
強

度
低

下
（

凍
結

融
解
）
 

－
※

８
 

○
※

８
 

4 

長
期

停
止

期
間

中
の

経
年
劣

化
の

発
生
・
進

展
が

想
定

さ
れ

な
い

又
は
極

め
て

小
さ

い
。
 

経
年

劣
化

の
発

生
・
進

展
の

程
度
を

確
認

す

る
た

め
、

通
常

サ
イ

ク
ル
の

点
検

を
継

続
。
 

無
 

 

（
添
付

①
③

：
 

×
）

 

5
 

経
年
劣

化
の

発
生
・

進
展

が
 

想
定
さ

れ
な

い
（
経

年
劣

化
要
因

が
な

い
）

 

【
原

子
炉

圧
力
容

器
】

 

・
低

サ
イ

ク
ル
疲

労
、

中
性

子
照

射
脆

化
、
摩

耗
、

FA
C 

【
原

子
炉

格
納
容

器
】

 

・
疲

労
割

れ
、
摩

耗
 

【
コ

ン
ク

リ
ー
ト

構
造

物
】

 

・
コ

ン
ク

リ
ー
ト

の
強

度
低

下
・

遮
蔽

能
力
低

下
（

熱
）
 

・
コ

ン
ク

リ
ー
ト

の
強

度
低

下
（

放
射

線
照
射

）
 

－
※

９
 

－
※

９
 

5 
長

期
停

止
期

間
中

に
経

年
劣

化
の

要
因

が

な
い

た
め

、
発
生
・
進

展
が

想
定

さ
れ

な
い
。
 

※
１
：
経
年

劣
化
の
程
度
に
つ
い

て
、
2
0
年
の
停
止

期
間
（
計

8
0
年
の
期
間
）
を
仮
定

し
て
劣
化
の
進
展
傾

向
及
び
余
裕
を
評
価

し
た
結
果
、
プ
ラ
ン

ト
長
期
運

転
期
間
中

の
機
能
維
持
に
対
し

余
裕
が
あ
り
影
響
を

及
ぼ
さ
な
い
こ
と
を

確
認
し
た
経
年
劣
化

事
象
は
、
本
欄
に
整

理
。
（
別
紙
４
参
照
）
。
 

※
２
：
長
期

停
止
期
間
中
の
保
管

対
策
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
長
期
停
止
期

間
中
の
経
年
劣
化
が

、
メ
カ
ニ
ズ
ム
的
に

想
定
さ
れ
な
い
又
は

抑
制
可
能
で
極
め
て

小
さ

い
と
考
え
ら
れ

る
も
の
を
、
本
欄
に

整
理
。
（
別
紙
４
参
照

）
 

※
３
：
経
年
劣
化
要
因

は
有
る
が
、
長
期
停
止
期

間
中
に
保
管
対
策
を

行
わ
な
く
て
も
、
設
計
・
製
作
段
階
に
お
い
て
経
年
劣
化

要
因
を
排
除
し
て
お

り
経
年
劣
化
の
発
生
・
進
展

が
想
定
さ
れ
な
い
、
も
し
く

は
既
に
有
意
な
経
年

劣
化
要
因
が
な
い
こ

と
が
確
認
さ
れ
て
お

り
、
経

年
劣
化
の
発
生
・
進
展

が
想

定
さ
れ
な
い
、

又
は
極
め
て
小
さ
い

と
考
え
ら
れ
る
も
の

を
、
本
欄
に
整
理
。
（
別
紙
４
参
照
）
。
 

※
４
：
該
当

す
る
機
器
・
構
造
物

及
び
経
年
劣
化
事
象

が
な
く
、
長
期
停
止

期
間
中
の
保
全
活
動

①
②
と
し
て
挙
げ
ら

れ
る
も
の
は
な
い

も
の
。
 

※
５
：
コ
ン

ク
リ
ー
ト
中
性
化
等

に
つ
い
て
は
、
長
期

停
止
期
間
中
の
経
年

劣
化
の
管
理
の
た
め

に
、
分
類
３
に
あ
げ

る
よ
う
な
必
要
な
保

管
対
策
は
な
い
た
め

、
「
－
」
と
表
記
。
 

※
６
：
長
期

停
止
期
間
中
の
経
年

劣
化
の
程
度
に
つ
い

て
評
価
し
た
結
果
有

意
で
は
な
い
が
、
停

止
中
の
進
展
の
状
況

を
確
認
し
必
要
に

応
じ
た
補
修
等
を
行
う

た
め
に
、
長
期
停
止

期
間
中
に
実
施
す
る

こ
と
が
必
要
な
点
検

。
 

（
第

5
回

会
合

向
け

事
前

提
出

版
（

6
/
8
提

出
）
）（

赤
字
：
第

4
回

会
合

か
ら

の
変

更
点

）
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※
７
：
長
期

停
止
期
間
中
の
経
年

劣
化
の
発
生
・
進
展

を
極
め
て
小
さ
い
等

の
程
度
に
抑
制
す
る

た
め
に
必
要
な
保
管

対
策
、
及
び
保
管
対

策
の
効
果
を
確
認
す

る
た

め
に
必
要
な
点

検
。
 

※
８
：
長
期

停
止
期
間
中
の
経
年

劣
化
の
発
生
・
進
展

が
想
定
さ
れ
な
い
又

は
極
め
て
小
さ
く
、

①
保
管
対
策
は
不
要

で
あ
る
た
め
、
「
－
」

と
表
記
。
ま
た
、
②

は
、
経
年
劣
化
の
発

生
・
進
展
が
想
定
さ

れ
な
い
又
は
極
め
て

小
さ
い
こ
と
を
確
認

す
る
た
め
に
必
要
な

点
検
。
通
常
保
全
サ

イ
ク

ル
で

行
わ

れ

て
い
る
点
検
を

継
続

す
る
も
の

（
長
期
停
止
中

に
点
検

す
る
も

の
、
再
稼
働
後

に
点
検
す

る
も

の
を
含
む
）

で
あ
り
、
分
類

２
・

３
で
行
う
点

検
と
目
的
が

異
な
る

た
め
、
「

○
」
と
表
記
。
具

体
的
に
通

常
保

全
サ
イ
ク
ル
か

ら
継
続
す
る

点
検

と
し
て
、
ク

ラ
ッ
ド
下
層

部
の
き

裂
：
特
別

点
検

、
腐

食

（
コ
ン
ク
リ
ー

ト
埋
設
部
）
：
格
納

容
器
漏
え
い
率
試
験

、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

強
度
低
下
（
機
械
振

動
、
ア
ル
カ
リ
骨
材

反
応
、
凍
結
融
解
）
；

目
視
点
検
な
ど
の
定

期
的
な
点
検
及
び
必

要
に
応
じ
た
補
修
等

を
継
続
。
 

※
９
：
長
期

停
止
期
間
中
に
経
年

劣
化
要
因
が
な
く
、

保
全
活
動
①
②
と
し

て
挙
げ
ら
れ
る
も
の

も
な
い
た
め
、
「
－
」

と
表
記
し
た
。
な
お

、
原
子
炉
圧
力
容
器

及
び
原
子
炉
格
納
容

器
の
「
摩
耗
」
に
つ

い
て
は
、
地
震
時
の

み
摺
動
す
る
も
の
で

あ
り
，
長
期
停
止
中

に
お
け
る
経
年
的
な

影
響

に
よ

り
摩

耗

が
発
生
・
進
展

す
る
も
の
で
は
な
く

、
発
生
回
数
も
少
な

い
こ
と
か
ら
，
停
止

期
間
中
に
摩
耗
の
発

生
・
進
展
は
想
定
さ

れ
な
い
た
め
分
類
５

と
整
理
。
長
期
停
止

期
間
中
に
大
き
な
地

震
が
発
生
し
た
場
合

に
は
、
機
能
に
影
響

を
与
え
る
よ
う
な
損

傷
が
な
い
こ
と
を
点

検
に
よ
り
確
認
す
る

。
 

  

7



表
９
 

別
添

A
に
お

い
て
整

理
し

た
分
類

の
凡
例

と
考

え
方
（

第
４

回
会

合
か

ら
の
見

直
し
案

）
 

添
付
資
料
①
③
 

分
類
 

 
別
添

A
対

象
機
器

・
構

造
物

に
お

い
て

長
期
停

止
期

間
中
に

想
定

さ
れ

る
経

年
劣

化
 
（

参
照

：
技
術

ベ
ー

ス
資

料
別

紙
４

）
 

A
TE

NA
ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

 
別
添

A
の
分

類
 

長
期
停

止
期

間
中
の

経
年

劣
化
の

発

生
・
進

展
の

程
度
 

対
象
機

器
・

構
造
物

及
び

経
年

劣
化

事
象

 

長
期

停
止

に
伴

う
保

全
活

動
 

◎
：

A
TE
N
A
ガ
イ

ド
保

全
ポ
イ

ン
ト

 
分
類

 
説
明

 
長

期
停
止
期
間

中
の
経
年
劣
化

要
因
の

有
無
 

①
 
保

管
対

策
②

劣
化
の

状

況
を

点
検

 
分
類

説
明

 

有
 

 

（
添

付
①

③
：

○
）

 

1
 

経
年

劣
化

の
発

生
・

進
展

が

有
意

で
あ

る
（

プ
ラ

ン
ト

の

長
期

運
転

に
お

い
て

機
器

・

構
造

物
の

機
能

維
持

に
影

響

を
及
ぼ

す
お

そ
れ
が

あ
る

。）
 

該
当

な
し
 

該
当
な

し
※
４

該
当

な
し

※
４

1
 

長
期

停
止

期
間

中
の

経
年

劣
化

の

発
生
・
進

展
が

プ
ラ

ン
ト
の

長
期

運

転
に

お
い

て
機

器
・
構

造
物

の
機

能

維
持

に
影

響
を

及
ぼ

す
お

そ
れ

が

あ
る

。
 

2
 

経
年

劣
化

は
停

止
期

間
中

に

も
発

生
・

進
展

す
る

が
有

意

で
は
な

い
※
１

 

【
コ
ン

ク
リ

ー
ト

構
造

物
】

 

・
中
性

化
（

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
強
度

低
下

）
（

②
点

検
・
補

修
等

）
 

・
塩
分

浸
透

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の
強

度
低

下
）
（

②
点
検
・

補
修

等
）
 

－
※

５
 

◎
※
６

 
2
 

適
切

な
保

全
活

動
を

行
う

こ
と

に

よ
っ

て
、
経
年

劣
化

は
停
止

期
間

中

に
も

発
生
・
進

展
す

る
が
有

意
で

は

な
い

。
 

3
 

適
切

な
保

管
対

策
を

行
う

こ

と
に
よ

っ
て

 

経
年
劣

化
の

発
生
・

進
展

が
 

想
定

さ
れ

な
い

又
は

極
め

て

小
さ
い

※
２
 

【
原
子

炉
圧

力
容

器
】

 

・
腐
食

（
全

面
腐

食
）
（
B
W
R
（

主
蒸

気
ノ
ズ

ル
等

）
）
（
①

水
質

管
理

、
②

水
質

点
検

（
間

接
的
に

確
認

）
）

・
腐
食

（
全

面
腐

食
）
（
B
W
R
（

基
礎

ボ
ル
ト

）
）
（

①
空
調

運
転

等
、

②
点

検
）

 

・
ピ
ッ

テ
ィ

ン
グ

（
P
WR
（

上
部

胴
フ

ラ
ン
ジ

）
）
（

①
養
生

、
②

点
検

）
 

・
応

力
腐

食
割

れ
（
P
W
R（

冷
却

材
入

口
管
台

等
）
、
B
W
R（

計
装

ノ
ズ
ル

等
）
）（

①
水

質
管

理
、
②

水
質

点

検
（

間
接
的

に
確

認
）
）
 

【
原
子

炉
格

納
容

器
】

 

・
腐

食
（

P
W
R（

ト
ッ

プ
ド

ー
ム

部
、
円

筒
部

）
、
B
W
R（

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

、
サ

プ
レ

ッ
シ
ョ

ン
チ

ェ
ン

バ
（

円

筒
部

等
）

等
））

（
①

塗
膜

、
②

塗
膜
点

検
）
 

◎
※

７
 

◎
※
７

 
3
 

適
切

な
保

全
活

動
を

行
う

こ
と

に

よ
っ

て
、
長
期

停
止

期
間
中

の
経

年

劣
化

の
発

生
・
進

展
が

想
定

さ
れ

な

い
又

は
極

め
て

小
さ
い

。
 

4
 

経
年

劣
化

の
発

生
・

進
展

が
想

定
さ

れ
な

い
又

は
極

め
て

小
さ

い
※
３

 

長
期

停
止

期

間
中

に
経

年

劣
化

要
因

が

あ
る

た
め

、
点

検
に

よ
り

そ

の
傾

向
を

確

認
す

る
 

【
コ
ン

ク
リ

ー
ト

構
造

物
】

 

・
機
械

振
動

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の
強

度
低

下
）
 

・
ア
ル

カ
リ

骨
材

反
応

（
コ

ン
ク
リ

ー
ト

の
強
度

低
下

）
 

・
凍
結

融
解

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の
強

度
低

下
）
 

【
原
子

炉
圧

力
容

器
】

 

・
摩
耗

（
摺

動
部

）
（

BW
R
（

ス
タ
ビ

ラ
イ

ザ
ブ
ラ

ケ
ッ

ト
、

ス
タ

ビ
ラ

イ
ザ
）
）
 

【
原
子

炉
格

納
容

器
】

 

・
摩
耗

（
B
W
R（

ス
タ

ビ
ラ

イ
ザ

等
）
）
 

－
※

８
 

○
※
８

 
4
 

長
期

停
止

期
間

中
に

経
年

劣
化

要

因
が

あ
る

が
、
長

期
停

止
期

間
中

の

経
年

劣
化

の
発

生
・
進

展
が

想
定

さ

れ
な

い
又

は
極

め
て
小

さ
い

。
 

経
年

劣
化

の
発

生
・
進

展
の

程
度

を

確
認

す
る

た
め

、
長

期
停
止

期
間

中

に
点

検
を

実
施

。
 

4
´
 

上
記

以
外

 

【
原
子

炉
圧

力
容

器
】

 

・
ク
ラ

ッ
ド

下
層

部
の

き
裂

（
P
WR

（
下

部
胴

等
）
、

B
WR
（

胴
部

等
））

 

【
原
子

炉
格

納
容

器
】

 

・
腐

食
（

P
W
R
（

コ
ン

ク
リ
ー

ト
埋

設
部

（
ス

タ
ッ

ド
含

む
）
）
、

BW
R
（

基
礎

ボ
ル
ト

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
埋

設
部

）
）
）
 

－
※

９
 

－
※
９

 
4
´
 

長
期

停
止

期
間

中
の

経
年

劣
化

の

発
生
・
進

展
が

想
定

さ
れ
な

い
又

は

極
め

て
小

さ
い

。
 

（
経

年
劣

化
の

発
生
・
進
展

の
程

度

を
確

認
す

る
た

め
、
長

期
停

止
期

間

中
に

点
検

を
実

施
す
る

も
の

以
外

）
 

無
 

 

（
添
付

①
③

：
 

×
）

 

5
 

長
期

停
止

期
間

中
に

経
年

劣

化
要

因
が

な
い

た
め

、
経

年

劣
化
の

発
生

・
進
展

が
 

想
定
さ

れ
な

い
 

【
原
子

炉
圧

力
容

器
】

 

・
低
サ

イ
ク

ル
疲

労
（

P
W
R
（
冷

却
材

入
口
管

台
等

）
、
B
W
R
（

ノ
ズ

ル
、

セ
ー

フ
エ

ン
ド

等
）
）
 

・
中
性

子
照

射
脆

化
（

P
W
R
（
下

部
胴

等
）、

B
W
R
（

胴
部
（

炉
心

領
域

部
）
）
）
 

・
腐
食

（
F
A
C）

（
BW
R
（
主

蒸
気

ノ
ズ

ル
等
）
）
 

【
原
子

炉
格

納
容

器
】

 

・
疲

労
割

れ
（

P
W
R（

ト
ッ
プ

ド
ー

ム
部

等
）
、
BW

R（
ダ

イ
ヤ

フ
ラ
ム

フ
ロ

ア
ー
シ

ー
ル

ベ
ロ
ー

ズ
、
ベ

ン

ト
管

ベ
ロ

ー
ズ

）
）
 

【
コ
ン

ク
リ

ー
ト

構
造

物
】

 

・
熱
（

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
強

度
低
下

）
 

・
放
射

線
照

射
（

コ
ン

ク
リ

ー
ト
の

強
度

低
下
）

 

・
熱
（

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
遮

蔽
能
力

低
下

）
 

－
※

９
 

－
※
９
 

5
 

長
期

停
止

期
間

中
に

経
年

劣
化

の

要
因

が
な

い
た

め
、
発

生
・
進

展
が

想
定

さ
れ

な
い

。
 

※
１
：
経
年

劣
化
の
程
度
に
つ
い

て
、
2
0
年
の
停
止

期
間
（
計

8
0
年
の
期
間
）
を
仮
定

し
て
劣
化
の
進
展
傾

向
及
び
余
裕
を
評
価

し
た
結
果
、
プ
ラ
ン

ト
長
期
運

転
期
間
中

の
機
能
維
持
に
対
し

余
裕
が
あ
り
影
響
を

及
ぼ
さ
な
い
こ
と
を

確
認
し
た
経
年
劣
化

事
象
は
、
本
欄
に
整

理
。
（
別
紙
４
参
照
）
。
 

※
２
：
長
期

停
止
期
間
中
の
保
管

対
策
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
長
期
停
止
期

間
中
の
経
年
劣
化
が

、
メ
カ
ニ
ズ
ム
的
に

想
定
さ
れ
な
い
又
は

抑
制
可
能
で
極
め
て

小
さ

い
と
考
え
ら
れ

る
も
の
を
、
本
欄
に

整
理
。
（
別
紙
４
参
照

）
 

（
6
/
8
事

前
提

出
資
料

か
ら

の
変
更

箇
所

の
う

ち
、

分
類
見

直
し
を

赤
字
、

記
載

の
適
正

化
（

対
象
機

器
・

構
造

物
の
明

確
化

等
）
を

青
字
で

示
す

）
 

（
第

5
回

会
合

（
6
/
1
2
）

提
出

版
）
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※
３
：
経
年
劣
化
要
因

は
有
る
が
、
長
期
停
止
期

間
中
に
保
管
対
策
を

行
わ
な
く
て
も
、
設
計
・
製
作
段
階
に
お
い
て
経
年
劣
化

要
因
を
排
除
し
て
お

り
経
年
劣
化
の
発
生
・
進
展

が
想
定
さ
れ
な
い
、
も
し
く

は
既
に
有
意
な
経
年

劣
化
要
因
が
な
い
こ

と
が
確
認
さ
れ
て
お

り
、
経

年
劣
化
の
発
生
・
進
展

が
想

定
さ
れ
な
い
、

又
は
極
め
て
小
さ
い

と
考
え
ら
れ
る
も
の

を
、
本
欄
に
整
理
。
（
別
紙
４
参
照
）
。
 

※
４
：
該
当

す
る
機
器
・
構
造
物

及
び
経
年
劣
化
事
象

が
な
く
、
長
期
停
止

期
間
中
の
保
全
活
動

①
②
と
し
て
挙
げ
ら

れ
る
も
の
は
な
い
も

の
。
 

※
５
：
コ
ン

ク
リ
ー
ト
中
性
化
等

に
つ
い
て
は
、
長
期

停
止
期
間
中
の
経
年

劣
化
の
管
理
の
た
め

に
、
分
類
３
に
あ
げ

る
よ
う
な
必
要
な
保

管
対
策
は
な
い
た
め

、
「
－
」
と
表
記
。
 

※
６
：
長
期

停
止
期
間
中
の
経
年

劣
化
の
程
度
に
つ
い

て
評
価
し
た
結
果
有

意
で
は
な
い
が
、
停

止
中
の
進
展
の
状
況

を
確
認
し
必
要
に
応

じ
た
補
修
等
を
行
う

た
め

に
、
長
期
停
止

期
間
中
に
実
施
す
る

こ
と
が
必
要
な
点
検

。
 

※
７
：
長
期

停
止
期
間
中
の
経
年

劣
化
の
発
生
・
進
展

を
極
め
て
小
さ
い
等

の
程
度
に
抑
制
す
る

た
め
に
必
要
な
保
管

対
策
、
及
び
保
管
対

策
の
効
果
を
確
認
す

る
た

め
に
必
要
な
点

検
。
 

※
８
：
長
期

停
止
期
間
中
の
経
年

劣
化
の
発
生
・
進
展

が
想
定
さ
れ
な
い

た
め
又
は
極
め
て
小
さ

く
、
①
保
管
対
策
は

不
要
で
あ
る
た
め
、
「

－
」
と
表
記
。
ま
た

、
②
は
、
経
年
劣
化

の
発
生
・
進
展
が
想

定
さ
れ
な
い
又
は
極

め
て
小
さ
い
こ
と
を

確
認
す
る
た
め
に
必

要
な
点
検
。

通
常
保

全
サ

イ
ク

ル
で

行

わ
れ
て
い
る
点

検
を

継
続
す
る

も
の
（
長
期
停

止
中
に

点
検
す

る
も
の
、
再
稼

働
後
に
点

検
す

る
も
の
を
含
む

）
で
あ
り

、
分
類

２
・
３
で
行

う
点
検
と
目

的
が

異
な
る
た
め

、
「
○
」
と
表
記

。
具
体
的

に
通

常
保
全
サ
イ
ク

ル
か
ら
継

続
す
る

点
検
と
し
て

、
ク
ラ
ッ
ド

下
層

部
の
き
裂
：

特
別

点
検

、

腐
食
（
コ
ン
ク

リ
ー

ト
埋
設
部

）
：
格
納
容
器
漏

え
い
率
試
験

、
コ

ン
ク
リ
ー
ト

の
強
度
低
下
（

機
械

振
動
、
ア

ル
カ
リ
骨
材
反

応
、
凍

結
融
解

）
；

目
視
点
検
な

ど
の
定
期
的

な
点

検
及
び
必
要

に
応
じ
た
補
修

等
を

継
続
。

ま
た

、
原

子
炉

圧
力

容
器

及
び

原
子

炉
格

納
容

器
の

「
摩

耗
」

に
つ

い
て

は
、

地
震
時
の
み
摺

動
す
る
も
の
で
あ
り

、
地
震
時
の
摺
動
回

数
も
少
な
い
こ
と
か

ら
、
摩
耗
の
発
生
・

進
展
の
可
能
性
は
小

さ
い
が
、
長
期
停
止

期
間
中
に
大
き
な
地

震
が
発
生
し
た
場
合

に
は
、
機
能
に
影
響

を
与
え
る
よ
う
な
損

傷
が
な
い
こ
と
を
点

検
に
よ
り
確
認
。

 

※
９
：
長
期
停
止
期
間
中
に
経
年

劣
化
要
因
が
な
く
、
保
全
活
動
①
②
と
し

て
挙
げ
ら
れ
る
も
の

も
な
い
た
め
、「

－
」
と
表
記
し
た
。
な
お
、「

分
類
４
’

」
に
つ
い
て
は
、
添
付
資
料
①
③
で
は

経
年
劣
化
要
因
が
あ

る
が
、
機
器
と
部
位

を
特
定
し
た
場
合
に

は
別
紙
４
の
通
り
、
長
期
停
止
期
間
中
に

経
年

劣

化
要
因
が
な
い

た
め
「
－
」
と
表
記
。
な

お
、
原
子

炉
圧
力
容
器
及
び
原

子
炉
格
納
容
器
の
「
摩
耗
」
に
つ
い
て
は

、
地
震
時
の

み
摺
動
す
る
も
の
で

あ
り
，
長

期
停
止
中
に
お
け
る

経
年
的
な
影
響
に
よ

り
摩
耗
が
発
生
・
進
展
す
る
も

の
で
は
な
く
、
発
生
回
数
も
少
な

い
こ
と
か
ら
，
停
止
期

間
中

に

摩
耗
の
発
生
・

進
展
は
想
定
さ
れ
な

い
た
め
分
類
５
と
整

理
。
長
期
停
止
期
間

中
に
大
き
な
地
震
が

発
生
し
た
場
合
に
は

、
機
能
に
影
響
を
与

え
る
よ
う
な
損
傷
が

な
い
こ
と
を
点
検
に

よ
り
確
認
す
る
。
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長期停止期間中の経年劣化影響に関する分類（ATENA 分類）と 

PLM 評価書における分類について 

 

 

１．はじめに 

前回会合にて、ATENA の技術ベース資料の表９に示した長期停止期間中の経年劣化影響

に関する分類について、以下の意見を頂いた。 

・ガイドにおいて、保全の目的別に「分類３」「分類４」を分ける必要性がないのでは

ないか。 

・ATENA 分類で使用している「劣化の発生・進展が考えられない／極めて小さい」は、

PLM 評価書の用語と整合していないのではないか。 

本資料では、特に「分類４」に着目し、保全活動の分類、PLM 評価書の事象分類との関

係について説明する。 

 

 

２．保全活動の分類について 

（補足）「分類４」は、長期停止期間中の保全活動が必要な事象と必要としない事象を同

じ分類に整理していたため、資料２－６のとおり、前者を「分類４」、後者を「分類４‘」

と再整理している。以下、再整理後の「分類４」について説明する。 

 

「分類４」の事象に係る保全活動は、いずれも、通常保全サイクルから継続する点検と

して、経年劣化の発生・進展の程度を確認するために行う必要がある点検である。 

これら分類４の点検は、経年劣化の進展の状況を確認するために必要な点検（分類２）

や、劣化抑制のために行う保管対策の効果を確認するために必要な点検（分類３）とは、

保全活動の目的がそれぞれ異なるものと捉え、ATENA ガイドラインでは細分化して分類し

ている。 

これは、ATENA ガイドラインにおいては、長期停止期間中にも進展するコンクリート中

性化等に対する点検（分類２）、及び、適切な保管対策がなければ有意に進展する可能性

があるもの（分類３）に係る保全活動を、停止期間中の保全ポイントとして定めることが

重要であると考えており、劣化の進展が無いことを確認するための点検である分類４の事

象に係る保全活動と分けているものである。 

なお、分類４の保全活動についても、PLM 技術評価書の整理と同様に、プラントの安全

機能確保のために必要な保全活動であることには変わりないため、分類４に係る点検のう

ち、長期停止期間中も継続して行う必要があるものについては、事業者の長期停止期間中

の施設管理活動のインプット情報として確実に入力されるよう、ATENAガイドラインの「長

期停止期間中の経年劣化影響と保全ポイント」の表の備考欄に点検の必要性を記載してい

る。 

 

  

資料２－４（6/8 事前提出資料からの変更箇所を赤字で示す） 
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３．PLM 評価書の事象分類との関係について 

表１に、ATENA 技術ベース資料で[分類４：経年劣化の発生・進展が想定されない又は極

めて小さい]と分類している経年劣化事象の PLM 評価書上の扱いを示す。 

 

表１ 「分類４」事象の経年劣化影響について（PLM 評価書上の扱い） 

経年劣化事象（機器・構造物） 
PLM 評価書の扱い 

（冷温停止版 PLM 評価書より要旨を例示） 

コンクリートの強度低下（機械

振動）（コンクリート構造物） 

機械振動により機器のコンクリート基礎部への定着

部の支持力が失われる場合、機械の異常振動やコンク

リート表面に有害なひび割れが発生するが、非常用デ

ィーゼル発電機基礎の機器支持部表面にこれまでひ

び割れ等の異常はない。 

健全性維持のため、ひび割れ等の目視確認を定期的に

実施していくことが前提となる。 

コンクリートの強度低下（アル

カリ骨材反応）（コンクリート構

造物） 

定期的な目視点検でこれまでアルカリ骨材反応起因

のひび割れ等なし。使用骨材についてモルタルバー法

による反応性試験により、反応性骨材でないことを確

認している。 

コンクリートの強度低下（凍結

融解）（コンクリート構造物） 

○建築学会指針(JASS5)に示される凍害危険度「ごく

軽微」よりも危険度が小さい場合 

凍害危険度が低いことを以て、高経年化対策上着目

すべき経年劣化事象ではないと判断。 

○凍害危険度「軽微」の場合 

使用しているコンクリートは凍結融解作用に対す

る抵抗性を確保するために有効な空気量を満足し

ている。 

定期的な目視点検においてもひび割れ等は認めら

れていない。 

摩耗（摺動部）（BWR（スタビライ

ザブラケット、スタビライザ））

（原子炉圧力容器） 

機器の移動を許容するサポートの摺動部材は，摩耗が

想定されるが，水平サポートであるスタビライザは，

地震により摺動するものであり，発生回数が少ないこ

とから，摩耗が発生する可能性は小さく，今後もこれ

らの傾向が変化する要因があるとは考え難い。 

なお，スタビライザブラケット及びスタビライザ摺動

部の目視点検において有意な摩耗は確認されていな

い。 

摩耗（BWR（スタビライザ等））（原

子炉格納容器） 

スタビライザ，上部及び下部シアラグは摺動部を有し

ているため摩耗が想定されるが，地震等により摺動す

るものであり，発生回数が非常に少ないため，摩耗の

進展はない。 

 

分類４のいずれの事象についても、劣化の発生・進展の可能性が小さい事象として扱っ

ている。 

  

11



 
 

（参考）「分類４」⇒「分類４‘」と再整理した事象の経年劣化影響 

経年劣化事象（機器・構造物） 
PLM 評価書の扱い 

（冷温停止版 PLM 評価書より要旨を例示） 

クラッド下層部のき裂（原子炉

圧力容器） 

溶接入熱を管理し溶接を実施しており，き裂の発生す

る可能性は小さいと評価。（補足：運転期間延長認可

申請を行う場合は特別点検を実施） 

腐食（コンクリート埋設部）（原

子炉格納容器） 

鉄表面は不動態化しており、原子炉格納容器表面に塗

膜がない状態でも腐食速度は極めて小さいと評価。 

 

 

 

―以上― 
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（参考） 

至近の PLM 評価においては、「高経年化対策上着目すべきでない事象」を対象に、以下

に示す考え方で、日常劣化管理事象（△）と日常劣化管理事象以外（▲）に分類している。 

 

[参考：泊発電所１号炉 PLM 評価書（抜粋）] 

下線：△事象の定義、下線：▲事象の定義に該当。 

 

2.2.3 高経年化対策上着目すべき経年劣化事象ではない事象 

以下の事象（表 2.2-1 で△又は▲となっているもの）については想定される経年 

劣化事象であるが， 

1) 想定した劣化傾向と実際の劣化傾向の乖離が考えがたい経年劣化事象であ 

って，想定した劣化傾向等に基づき適切な保全活動を行っているもの 

2) 現在までの運転経験や使用条件から得られた材料試験データとの比較等に 

より，今後も経年劣化の進展が考えられない，又は進展傾向が極めて小さい 

と考えられる経年劣化事象 

に該当するものについては，高経年化対策上着目すべき経年劣化事象ではないと 

判断した。 

上記の 1)に該当する事象又は 2)に該当する事象であるが保全によりその傾向が 

維持できていることを確認している事象（日常劣化管理事象）を以下に示す 

 （略） 

前述の 2)に該当する事象のうち，日常劣化管理事象を除く事象（日常劣化管理 

事象ではない事象）を以下に示す。 

 

・日常劣化管理事象（△）は、1）に該当する事象に加え、2)に該当する「劣化の

進展が考えられない、又は進展傾向が極めて小さい事象」であるが、保全により

その傾向を確認しているものとしている。 

・日常劣化管理事象以外（▲）は、2)に該当する「劣化の進展が考えられない、

又は進展傾向が極めて小さい事象」のうち、△を除く事象としている。 

 

 

以 上 
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定
め

て
い

る
。

保
全

活
動
の

実
績

は
，
後

段
の

「
長

期
停

止
期

間
中
の

点
検

結
果
」

参
照

。
 

A
T
E
N
A
ガ

イ
ド
ラ

イ
ン
（

別
添

A
）

＊
1
 

根
拠

と
す
る

技
術

ベ
ー

ス
＊

2  
補

足
説
明

事
項

 
経

年
劣
化

事
象

 
想

定
さ

れ
る

部
位

長
期

停
止

期
間

中
の

経
年
劣

化
影

響
 

長
期

停
止
期

間
中

の
保

全
ポ
イ

ン
ト

 
備

考
 

影
響
有

無
 

説
明

 

応
力
腐

食
割

れ
 

冷
却

材
入

口
管

台

等
 

3
 

停
止
期

間
中

の
保
有

水
（
一

次
冷

却
材
）

の
温
度

は
1
0
0
℃
未

満

と
低
く

，
一

次
冷
却

材
を
保

有
し

た
状
態

で
は
応

力
腐

食
割
れ

の
発
生

，
進

展
の
可

能
性
は

極
め

て
小
さ

い
が
，

水
質

管
理
を

適
切
に

行
う

こ
と
は

必
要
（

※
１

）（
※

２
）
 

水
質

管
理

を
適

切
に

行
う

 

（
塩

素
イ

オ
ン

濃
度

等
が

適
正

な
水

準
に

維
持

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

適
宜

確
認

す

る
）

 

 

（
※
１

）
：

国
内

プ
ラ

ン
ト
に

お
い

て
は
，

現

在
，
原

子
炉

圧
力
容

器

内
に
一

次
冷

却
材
を

保

有
し
た

状
態

で
の
保

管
 

（
※
２

）
：

経
年

劣
化

影
響
技

術
レ

ポ
ー
ト

［
(
2)

応
力

腐
食

割
れ

-

5
)
プ

ラ
ン

ト
長

期
停

止

の
影
響

]
参

照
 

 

S
C
C
1
,
S
C
C2

,S
C
C
3
, 

S
C
C
4
（
経

年
劣

化
影

響
技
術

レ
ポ

ー

ト
）

, 

S
C
C
5
（
E
PR

I
レ

ビ
ュ

ー
結
果

）
 

応
力

腐
食

割
れ

（
S
C
C
）

は
，

材
料

と
環

境
と
応

力
条

件
が
重

畳
し

た
場

合
に

発
生

し
，

こ
れ
ら

の
３

因
子

の
う

ち
１

つ
を
取

り
除

く
こ
と

に
よ

っ
て

発
生

を
防

止
す
る

こ
と

が
で

き
る
。

 

通
常

保
全

サ
イ

ク
ル

に
お

い
て

は
，
こ

れ
ま

で
の
運

転
経

験
等

か
ら

6
00

系
ニ
ッ

ケ
ル

基
合

金
を
使

用
し

た
部

位
に

S
CC

発
生
の

懸
念

が
大

き
い

こ
と

か
ら
，

国
内

の
全

P
WR

に

つ
い

て
，
材

料
変

更
や

応
力

改
善

が
図
ら

れ
て

お
り
，

S
CC

の
発

生
を

抑
制

す
る
対

策
が

施
さ

れ
て
い

る
。

例
え

ば
冷

却
材

出
入
口

管
台

や
炉
内

計
装

筒
に

対
し

て
ピ

ー
ニ
ン

グ
が

実
施

さ
れ
，

応
力

条
件

が
改

善
さ

れ
て
い

る
プ

ラ
ン
ト

や
，

冷
却

材
出

入
口

管
台
の

接
液

部
に

，
文
献

S
C
C
3
の

通
り

，
耐

S
CC

性
の
高

い
6
90

系
ニ

ッ
ケ
ル

基
合

金
の
ク

ラ
ッ

ド

施
工

が
実
施

さ
れ

，
材

料
条

件
が

改
善
さ

れ
て

い
る
プ

ラ
ン

ト
が

あ
る

。
（

文
献

S
CC
3
）
 

長
期

停
止

期
間

中
に

お
い

て
は

，
運
転

中
と

比
べ
て

温
度

が
低

く
な

る
一

方
で
，

P
W
R

に
お

い
て
は

溶
存

酸
素

濃
度

が
大

き
く
な

り
，

飽
和
溶

存
酸

素
量

と
し

て
8
p
pm

に
な

る

こ
と

が
想
定

さ
れ

る
。

し
か

し
な

が
ら
，

文
献

S
C
C
1
,2

に
よ

る
と

，
管

理
さ
れ

た
水

質

環
境

下
に
お

い
て

は
，

溶
存

酸
素

濃
度

8p
p
m
に

お
い

て
も

1
0
0
℃

未
満

の
低

温
環

境
で
は

S
C
C
の

感
受

性
が

極
め
て

小
さ

い
こ

と
が

示
さ

れ
て
い

る
。

し
た
が

っ
て

，
長
期

停
止

期

間
中

に
お
い

て
も

，
運

転
中

と
同

様
，
適

切
な

水
質
管

理
を

実
施

す
る

こ
と

で
，
環

境
条

件
か

ら
S
C
C
の

発
生

を
抑
制

す
る

こ
と
が

で
き

る
。
（
文

献
S
C
C
1,

2）
 

ま
た

，
経

年
劣

化
影

響
技

術
レ

ポ
ー
ト

に
お

い
て
も

，
1
0
0
℃

未
満
の

環
境
に

お
い

て

は
S
C
C
の

感
受

性
が

小
さ
い

こ
と

が
述
べ

ら
れ

る
と

と
も

に
，

S
C
C
は

通
常

の
保

全
活

動

に
よ

り
管
理

可
能

で
あ

る
と

さ
れ

て
い
る

。
更

に
，
長

期
停

止
期

間
中

の
S
C
C
が
保

全
活

動
に

よ
り
管

理
可

能
で

あ
る

こ
と

は
E
P
RI

に
も

妥
当

性
が

確
認
さ

れ
て

い
る
。
（
経

年
劣

化
影

響
技
術

レ
ポ

ー
ト

及
び

E
PR
I
レ

ビ
ュ

ー
結
果

）
 

以
上

か
ら

，
長

期
停

止
期

間
中

に
適
切

な
水

質
管
理

が
保

全
と

し
て

実
施

さ
れ
て

い
る

こ
と

を
前
提

と
す

れ
ば

，
S
C
C
が
発

生
，
進

展
す

る
可

能
性

は
極
め

て
小

さ
い

と
判

断
さ

れ
，

機
能
維

持
が

可
能

で
あ

る
こ

と
か
ら

「
3
無

①
」
と

分
類

し
，

保
全

ポ
イ

ン
ト

と
し

て
「

水
質
管

理
」

を
確

実
に

行
う

こ
と
を

推
奨

す
る
。

各
プ

ラ
ン

ト
の

水
質

は
，
別

頁
の

「
長

期
停
止

期
間

中
の

点
検

結
果

」
の
通

り
管

理
さ
れ

て
い

る
。

 

な
お

，
通

常
保

全
サ

イ
ク

ル
復

帰
後
も

，
日

常
保
全

と
し

て
，

I
SI

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

従

い
検

査
す
る

こ
と

で
，

継
続

的
に

機
能
が

維
持

さ
れ
て

い
る

こ
と

を
確

認
す

る
こ
と

が
で

き
る

。
 

ク
ラ

ッ
ド

下
層

部
の
き

裂
 

下
部

胴
等

 
4
’
 

国
内
プ

ラ
ン

ト
で

は
，
製

作
時

に
溶
接

入
熱
を

管
理

す
る
こ

と
で
，

き
裂

の
発
生

を
防
止

し
て

い
る
 

－
 

 
U
C
C
1
 

ク
ラ

ッ
ド

下
層

部
の

き
裂

は
，

原
子
炉

圧
力

容
器
の

製
作

時
に

，
原

子
炉

圧
力
容

器
に

用
い

ら
れ
て

い
る

低
合

金
鋼

に
ク

ラ
ッ
ド

を
施

工
す
る

際
に

溶
接

施
工

条
件

が
適
切

で
は

な
い

こ
と
に

よ
っ

て
，

局
部

的
に

き
裂
が

発
生

す
る
こ

と
が

懸
念

さ
れ

る
も

の
で
あ

る
。

 

国
内

の
全

P
WR

プ
ラ

ン
ト

の
原

子
炉
圧

力
容

器
に

お
い

て
は

，
材
料

の
化

学
成
分

を
踏

ま
え

，
製
作

時
に

溶
接

入
熱

を
管

理
し
ク

ラ
ッ

ド
下
層

部
に

き
裂

が
発

生
し

な
い
領

域
で

ク
ラ

ッ
ド
施

工
さ

れ
て

い
る

た
め

，
製
作

時
に

ク
ラ
ッ

ド
下

層
部

の
き

裂
が

発
生
す

る
可

能
性

は
小
さ

い
。
（

文
献

U
CC
1
）
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＊
1
：

別
添

A
の

表
で

示
す

凡
例

や
注

釈
の

説
明
は

割
愛

す
る
。

 

＊
2
：

文
献

名
の

凡
例

及
び

該
当

す
る

知
見

は
，
後

段
の

「
文
献

リ
ス

ト
」

で
示

す
。

 

＊
3
：

発
電

所
で

実
際

に
行

わ
れ

て
い

る
保

全
活
動

及
び

当
該
保

全
活

動
の

結
果

確
認

さ
れ
て

い
る

部
位
の

健
全

性
も

参
考

の
上

，
保
全

ポ
イ

ン
ト
を

定
め

て
い

る
。

保
全

活
動
の

実
績

は
，
後

段
の

「
長

期
停

止
期

間
中
の

点
検

結
果
」

参
照

。
 

A
T
E
N
A
ガ

イ
ド
ラ

イ
ン
（

別
添

A
）

＊
1
 

根
拠

と
す
る

技
術

ベ
ー

ス
＊

2  
補

足
説
明

事
項

 
経

年
劣
化

事
象

 
想

定
さ

れ
る

部
位

長
期

停
止

期
間

中
の

経
年
劣

化
影

響
 

長
期

停
止
期

間
中

の
保

全
ポ
イ

ン
ト

 
備

考
 

影
響
有

無
 

説
明

 

ま
た

，
ク

ラ
ッ

ド
下

層
部

に
き

裂
が
存

在
し

て
い
た

と
し

て
も

，
プ

ラ
ン

ト
起
動

・
停

止
等

の
よ
う

な
大

き
な

温
度

・
圧

力
変
動

が
な

く
，
有

意
な

繰
返

し
応

力
が

付
与
さ

れ
な

い
長

期
停
止

期
間

中
に

お
い

て
は

，
き
裂

の
進

展
に
つ

い
て

考
慮

す
る

必
要

は
な
い

。
 

以
上

か
ら

，
長

期
停

止
期

間
中

に
特
別

に
保

管
対
策

，
点

検
を

実
施

す
る

必
要
は

な

く
，
「

4
’

無
②

」
と

分
類
す

る
。

 

な
お

，
運

転
期

間
延

長
認

可
申

請
を
行

う
場

合
に
は

，
長

期
停

止
期

間
中

か
否
か

に
関

わ
ら

ず
，
定

め
ら

れ
た

期
間

に
お

い
て
特

別
点

検
を
実

施
す

る
こ

と
で

，
機

能
が
維

持
さ

れ
て

い
る
こ

と
を

確
認

す
る

こ
と

が
で
き

る
。

 

ピ
ッ
テ

ィ
ン

グ
 

上
部

胴
フ

ラ
ン

ジ

 

3
 

上
蓋
を

閉
止

し
て
い

る
場
合

は
狭

隘
部
に

お
い
て

ピ
ッ

テ
ィ
ン

グ
が
想

定
さ

れ
る
 

上
蓋
を

開
放

し
て
保

管
し
て

い
る

場
合
は

狭
隘
部

に
な

ら
な
い

が
，
シ

ー
ト

面
で
あ

る
こ
と

か
ら

，
劣
化

（
発
錆

）
の

発
生
を

抑
制
す

る
保

管
管
理

が
必
要

 

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

ク
ラ

ッ
ド

の
な

い
フ

ラ
ン

ジ
面

に
養

生
を

施
し

て
保

管
す

る
 

ま
た

，
通

常
保

全
に

復
帰

す
る

場
合

に

は
，

フ
ラ

ン
ジ

面
の

点
検

を
実

施
す

る
 

 

 
腐

食
2
（

経
年
劣

化
影
響

技
術

レ
ポ
ー

ト
）

, 

腐
食

3
（

E
P
RI

レ
ビ
ュ

ー
結
果

）
 

 

上
蓋

が
閉

止
し

て
い

る
場

合
，

上
蓋
と

上
部

胴
フ
ラ

ン
ジ

の
シ

ー
ル

部
が

狭
隘
部

で
あ

る
こ

と
に
よ

り
ピ

ッ
テ

ィ
ン

グ
（

孔
食
）

の
発

生
が
想

定
さ

れ
る

。
 

し
か

し
な

が
ら

，
長

期
停

止
期

間
中
に

お
い

て
，
上

蓋
が

開
放

さ
れ

た
状

態
で
保

管
さ

れ
る

場
合
は

，
当

該
部

は
狭

隘
部

で
は
な

く
な

る
こ
と

か
ら

当
該

の
ピ

ッ
テ

ィ
ン
グ

の
想

定
は

不
要
と

な
る

。
 

一
方

で
泊

３
号

機
を

除
く

国
内

の
P
W
R
プ

ラ
ン

ト
で

は
，

原
子

炉
圧

力
容

器
の
フ

ラ
ン

ジ
面

の
一
部

に
ス

テ
ン

レ
ス

鋼
ク

ラ
ッ
ド

が
施

さ
れ
て

お
ら

ず
，

低
合

金
鋼

部
分
が

原
子

炉
キ

ャ
ビ
テ

ィ
に

水
張

り
を

行
う

際
に
接

液
す

る
こ
と

か
ら

，
低

合
金

鋼
部

分
の
全

面
腐

食
の

発
生
が

懸
念

さ
れ

る
。

 

そ
の

よ
う

な
プ

ラ
ン

ト
に

つ
い

て
は
，

保
管

対
策
と

し
て

低
合

金
鋼

の
接

液
を
防

ぐ
た

め
の

養
生
を

行
う

こ
と

で
，

長
期

停
止
期

間
中

に
お
け

る
フ

ラ
ン

ジ
面

の
発

錆
を
防

止
す

る
こ

と
が
で

き
る

。
ま

た
，

上
蓋

を
閉
止

す
る

前
に
は

、
腐

食
の

発
生

が
な

い
こ
と

を
確

認
す

る
た
め

当
該

部
の

点
検

を
行

う
こ
と

が
有

効
な
保

全
と

な
る

。
 

更
に

，
経

年
劣

化
影

響
技

術
レ

ポ
ー
ト

に
お

い
て
も

，
腐

食
は

通
常

の
保

全
活
動

に
よ

り
管

理
可
能

で
あ

る
と

さ
れ

，
E
P
R
I
に

も
妥

当
性

が
確
認

さ
れ

て
い

る
。
（
経

年
劣

化
影

響
技

術
レ
ポ

ー
ト

及
び

E
PR
I
レ

ビ
ュ

ー
結
果

）
 
 

以
上

か
ら

，
長

期
停

止
期

間
中

に
適
切

な
保

全
が
実

施
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
前
提

と
す

れ
ば

，
腐
食

を
防

止
す

る
こ

と
が

可
能
で

あ
る

こ
と
か

ら
「

3
無

①
」

と
分

類
し

，
保

全

ポ
イ

ン
ト
と

し
て

「
ス

テ
ン

レ
ス

鋼
ク
ラ

ッ
ド

の
な
い

フ
ラ

ン
ジ

面
に

養
生

を
施
し

て
保

管
す

る
」
お

よ
び

「
通

常
保

全
に

復
帰
す

る
場

合
に
は

，
フ

ラ
ン

ジ
面

の
点

検
を
実

施
す

る
」

を
推
奨

す
る

。
各

プ
ラ

ン
ト

の
長
期

停
止

期
間
中

の
フ

ラ
ン

ジ
面

の
点

検
状
況

は
，

別
頁

の
「
長

期
停

止
期

間
中

の
点

検
結
果

」
の

通
り
で

あ
る

。
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＊
1
：

別
添

A
の

表
で

示
す

凡
例

や
注

釈
の

説
明
は

割
愛

す
る
。

 

＊
2
：

文
献

名
の

凡
例

及
び

該
当

す
る

知
見

は
，
後

段
の

「
文
献

リ
ス

ト
」

で
示

す
。

 

＊
3
：

発
電

所
で

実
際

に
行

わ
れ

て
い

る
保

全
活
動

及
び

当
該
保

全
活

動
の

結
果

確
認

さ
れ
て

い
る

部
位
の

健
全

性
も

参
考

の
上

，
保
全

ポ
イ

ン
ト
を

定
め

て
い

る
。

保
全

活
動
の

実
績

は
，
後

段
の

「
長

期
停

止
期

間
中
の

点
検

結
果
」

参
照

。
 

A
T
E
N
A
ガ

イ
ド
ラ

イ
ン
（

別
添

A
）

＊
1
 

根
拠

と
す
る

技
術

ベ
ー

ス
＊

2  
補

足
説
明

事
項

 
経

年
劣
化

事
象

 
想

定
さ

れ
る

部
位

長
期

停
止

期
間

中
の

経
年
劣

化
影

響
 

長
期

停
止
期

間
中

の
保

全
ポ
イ

ン
ト

 
備

考
 

影
響
有

無
 

説
明

 

 

 

 

上
蓋

と
上

部
胴

フ
ラ

ン
ジ

の

シ
ー

ル
部

 

ス
タ

ッ
ド

ボ
ル

ト
締

付
部

（
一

部
の

プ
ラ

ン
ト

を
除

い
て

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

ク
ラ

ッ
ド

が
施

さ
れ

て
お

ら
ず

，

上
蓋

を
開

放
し

原
子

炉
キ

ャ
ビ

テ
ィ

に
水

張
り

を
行

う
際

に
低

合
金

鋼
部

分
が

接
液

す
る

。
）
 

17



＊
1
：

別
添

A
の

表
で

示
す

凡
例

や
注

釈
の

説
明
は

割
愛

す
る
。

 

＊
2
：

文
献

名
の

凡
例

及
び

該
当

す
る

知
見

は
，
後

段
の

「
文
献

リ
ス

ト
」

で
示

す
。

 

＊
3
：

発
電

所
で

実
際

に
行

わ
れ

て
い

る
保

全
活
動

及
び

当
該
保

全
活

動
の

結
果

確
認

さ
れ
て

い
る

部
位
の

健
全

性
も

参
考

の
上

，
保
全

ポ
イ

ン
ト
を

定
め

て
い

る
。

保
全

活
動
の

実
績

は
，
後

段
の

「
長

期
停

止
期

間
中
の

点
検

結
果
」

参
照

。
 

A
T
E
NA

ガ
イ

ド
ラ
イ

ン
（

別
添

A）
と

技
術
ベ

ー
ス

と
の
関

係
（
原

子
炉
圧

力
容

器
（

BW
R
）
）
 

 

A
T
E
N
A
ガ

イ
ド
ラ

イ
ン

（
別

添
A
）

＊
1  

根
拠

と
す

る
技
術

ベ
ー

ス
＊
2  

補
足

説
明
事

項
 

経
年

劣
化

事
象

 
想

定
さ

れ
る

部
位

長
期

停
止

期
間
中

の
経

年
劣

化
影

響
長

期
停
止

期
間

中
の

保
全
ポ

イ
ン

ト
 

備
考

 
影

響
有

無
 

説
明

 

低
サ

イ
ク

ル
疲

労
 

ノ
ズ

ル
，

 

セ
ー

フ
エ

ン
ド

等

5
 

停
止
期

間
中

は
大
き

な

圧
力
・

温
度

変
動
が

な

い
 

－
 

 
疲

労
割

れ
1
（
経

年
劣

化
影

響
技

術

レ
ポ

ー
ト
）

,
 

疲
労

割
れ

2
（
E
P
R
I
レ

ビ
ュ
ー

結

果
）

, 

疲
労

割
れ

5
（
P
L
M
評

価
書
（

参

考
）
）
 

 

低
サ

イ
ク

ル
疲

労
は
，

プ
ラ

ン
ト
の

運
転

状
態

（
例

：
起

動
・
停

止
等

）
の
温

度
や

圧
力

の
変

化
（
過

渡
）

に
よ
っ

て
生

じ
る
応

力
の

変
動

が
繰

り
返

さ
れ
，

比
較

的
ゆ
っ

く
り

と
材

料
に

局
所
的

か
つ

微
小
な

変
形

が
蓄
積

す
る

疲
労

現
象

で
あ

る
。
原

子
炉

圧
力
容

器
の

管
台

部
な

ど
の
形

状
不

連
続
部

は
応

力
が
集

中
し

や
す

い
た

め
に

運
転
期

間
を

通
し
て

低
サ

イ
ク

ル
疲

労
に
対

す
る

健
全
性

を
確

保
す
る

必
要

が
あ

る
。

建
設

時
の
工

事
計

画
認
可

申
請

書
や

P
L
M
 
評

価
書
に

お
い

て
は

，
プ

ラ
ン
ト

起
動

・
停

止
等

の
大

き
な
温

度
・

圧
力
変

動
の

発
生

回
数

に
基
づ

き
運

転
期
間

を
通

し
た
疲

労
の

蓄
積

程
度

が
評

価
さ
れ

，
健

全
性
が

確
認

さ
れ

て
い

る
。
 
 

長
期

停
止

期
間

中
に
お

い
て

は
プ
ラ

ン
ト

起
動

・
停

止
等

の
よ
う

な
大

き
な
温

度
・

圧
力

変
動

は
発
生

し
な

い
こ
と

か
ら

，
低
サ

イ
ク

ル
疲

労
の

進
展

を
想
定

す
る

必
要
は

な
い

。
 

経
年

劣
化

影
響

技
術
レ

ポ
ー

ト
に
お

い
て

も
，

長
期

停
止

が
低
サ

イ
ク

ル
疲
労

に
与

え
る

影
響

は
な
い

と
さ

れ
，
E
PR
I
に

も
技

術
的

に
妥

当
と

評
価
さ

れ
て

い
る
。
（

経
年

劣
化

影
響

技
術

レ
ポ
ー

ト
及

び
E
P
RI

レ
ビ
ュ

ー
結

果
）
 

な
お

，
参

考
と

し
て
，

冷
温

停
止
状

態
に

お
い

て
低

サ
イ

ク
ル
疲

労
の

影
響
が

な
い

こ
と

は
，

事
業
者

の
冷

温
停
止

状
態

の
維
持

を
前

提
と

し
た

高
経

年
化
技

術
評

価
に
お

い
て

も
示

さ
れ

て
い
る

こ
と

を
確
認

し
て

い
る
。
（
P
L
M
評

価
書
（

参
考

）
）

 

 
以

上
か
ら

，
長

期
停
止

期
間

中
の
劣

化
要

因
と

し
て

低
サ

イ
ク
ル

疲
労

を
考
慮

す
る

必
要

は
無

く
「
5
無
②

」
と

分
類

す
る

。
 

中
性

子
照

射
脆

化
 

胴
部

（
炉

心
領

域

部
）

 

5
 

停
止
期

間
中

は
放
射

線

の
影
響

を
受

け
な
い

 

－
 

 
中

性
子

照
射

脆
化

1
（

経
年
劣

化
影

響
技

術
レ
ポ

ー
ト

）
, 

中
性

子
照
射

脆
化

2
（

E
P
RI

レ
ビ
ュ

ー
結

果
）
,
 

中
性

子
照
射

脆
化

4
（

P
LM

評
価
書

（
参

考
）
）
 

 

原
子

炉
圧

力
容

器
に
使

用
さ

れ
て
い

る
低

合
金

鋼
に

つ
い

て
は
，

運
転

中
に
燃

料
の

核
分

裂
反

応
に
よ

り
発

生
す
る

中
性

子
の
照

射
を

受
け

る
と

ボ
イ

ド
や
転

位
ル

ー
プ
，

溶
質

原
子

ク
ラ

ス
タ
形

成
や

粒
界
偏

析
な

ど
の
ミ

ク
ロ

組
織

変
化

が
生

じ
，
こ

の
よ

う
な
欠

陥
が

存
在

す
る

と
材
料

の
変

形
の
際

（
転

位
の
移

動
）

の
抵

抗
と

な
り

，
破
壊

に
対

す
る
抵

抗
（

靭

性
）

の
低
下

が
生

じ
る
。

こ
の

事
象
を

中
性

子
照

射
脆

化
と

呼
ん
で

い
る

。
 

長
期

停
止

期
間

中
に
お

い
て

は
運
転

中
の

よ
う

な
燃

料
の

核
分
裂

反
応

が
起
こ

っ
て

い
な

い
こ

と
か
ら

，
中

性
子
の

照
射

に
よ
る

影
響

を
考

慮
す

る
必

要
は
な

い
。

 

ま
た

，
経

年
劣

化
影
響

技
術

レ
ポ
ー

ト
に

お
い

て
も

，
中

性
子
照

射
脆

化
に
対

す
る

長
期

停
止

の
影
響

は
な

い
と
さ

れ
，

E
P
R
I
に
も

技
術

的
に
妥

当
と

評
価

さ
れ

て
い

る
。（

経
年

劣

化
影

響
技
術

レ
ポ

ー
ト
及

び
E
P
R
I
レ

ビ
ュ

ー
）

 

な
お

，
参

考
と

し
て
，

冷
温

停
止
状

態
に

お
い

て
中

性
子

照
射
脆

化
の

影
響
が

な
い

こ
と

は
，

事
業
者

の
冷

温
停
止

維
持

を
前
提

と
し

た
P
L
M
評

価
書

に
お
い

て
も

示
さ
れ

て
い

る
こ

と
を

確
認
し

て
い

る
。
（

PL
M
評

価
書

（
参

考
）
）
 

以
上

か
ら

，
長

期
停
止

期
間

中
の
劣

化
要

因
と

し
て

中
性

子
照
射

脆
化

を
考
慮

す
る

必
要

は
無

く
「
5
無
②

」
と

分
類

す
る

。
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＊
1
：

別
添

A
の

表
で

示
す

凡
例

や
注

釈
の

説
明
は

割
愛

す
る
。

 

＊
2
：

文
献

名
の

凡
例

及
び

該
当

す
る

知
見

は
，
後

段
の

「
文
献

リ
ス

ト
」

で
示

す
。

 

＊
3
：

発
電

所
で

実
際

に
行

わ
れ

て
い

る
保

全
活
動

及
び

当
該
保

全
活

動
の

結
果

確
認

さ
れ
て

い
る

部
位
の

健
全

性
も

参
考

の
上

，
保
全

ポ
イ

ン
ト
を

定
め

て
い

る
。

保
全

活
動
の

実
績

は
，
後

段
の

「
長

期
停

止
期

間
中
の

点
検

結
果
」

参
照

。
 

A
T
E
N
A
ガ

イ
ド
ラ

イ
ン

（
別

添
A
）

＊
1  

根
拠

と
す

る
技
術

ベ
ー

ス
＊
2  

補
足

説
明
事

項
 

経
年

劣
化

事
象

 
想

定
さ

れ
る

部
位

長
期

停
止

期
間
中

の
経

年
劣

化
影

響
長

期
停
止

期
間

中
の

保
全
ポ

イ
ン

ト
 

備
考

 
影

響
有

無
 

説
明

 

応
力
腐

食
割

れ
 

計
装

ノ
ズ

ル
等

 
3
 

停
止
期

間
中

の
保
有

水

（
原
子

炉
冷

却
材
）

の

温
度
は

1
00
℃
未

満
と

低
く
，

原
子

炉
冷
却

材

を
保
有

し
た

状
態
で

は

応
力
腐

食
割

れ
の
発

生
，
進

展
の

可
能
性

は

極
め
て

小
さ

い
が
，

水

質
管
理

を
適

切
に
行

う

こ
と
は

必
要

（
※
１

）

（
※
２

）
 

水
質

管
理

を
適

切
に

行
う

 

（
塩

化
物

イ
オ

ン
濃

度
等

が
適

正
な

水
準

に
維

持
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
適

宜
確

認
す

る
）

 

（
※

１
）
：
国

内
プ

ラ
ン

ト
に

お
い

て
は

，
現

在
，

原
子

炉
圧

力
容
器

内
に

原
子

炉
冷

却
材
を

保
有

し
た

状
態

で
の
保

管
 

（
※

２
）
：
経

年
劣

化
影

響
技

術
レ

ポ
ー

ト
[
(2

)

応
力

腐
食

割
れ

-
5
]
プ

ラ

ン
ト

長
期

停
止

の
影
響

]

参
照

 

S
C
C
1
,
S
C
C2

, 
S
C
C
6,
 

S
C
C
4
（

経
年
劣

化
影

響
技

術
レ

ポ
ー

ト
）

, 

S
C
C
5
（

E
PR

I
レ

ビ
ュ

ー
結
果

）
 

応
力

腐
食

割
れ
（

S
C
C
）
は
，
材
料

と
環

境
と
応

力
条

件
が

重
畳

し
た

場
合
に

発
生

し
，
こ

れ
ら

の
３

因
子

の
う

ち
１

つ
を

取
り

除
く

こ
と

に
よ

っ
て

発
生

を
防

止
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

通
常

保
全

サ
イ

ク
ル
に

お
い

て
は
，

こ
れ

ま
で

の
運

転
経

験
等
か

ら
オ

ー
ス
テ

ナ
イ

ト
系

ス
テ

ン
レ
ス

鋼
や

Ni
基

合
金

を
使

用
し

た
部
位

に
S
C
C
発

生
の

懸
念
が

大
き

い
こ

と
か

ら
，

国
内
の

全
B
W
R
に

つ
い

て
，

材
料

変
更

や
応

力
改

善
が

図
ら
れ

て
お

り
，
S
C
C
の
発

生

を
抑

制
す
る

対
策

が
施
さ

れ
て

い
る
。

例
え

ば
再

循
環

水
出

入
口
ノ

ズ
ル

セ
ー
フ

エ
ン

ド
に

対
し

て
，
高

周
波

誘
導
加

熱
応

力
改
善

法
（

I
H
S
I
）
に

よ
り

溶
接
残

留
応

力
を
圧

縮
側

に
改

善
す

る
こ
と

で
応

力
条
件

の
改

善
を
図

る
な

ど
，

様
々

な
対

策
が
取

ら
れ

て
い
る

。
 

長
期

停
止

期
間

中
に
お

い
て

は
，
運

転
中

と
比
べ

て
原

子
炉

冷
却

材
の

温
度
が

1
00
℃

未
満

と
低

く
な
っ

て
お

り
，
文

献
S
C
C
1
,
2
か

ら
も

，
管

理
さ

れ
た

水
質

環
境

下
に

お
い

て
は

，
1
0
0
℃

未
満

の
低
温

環
境

に
お
い

て
は

S
C
C
の
感

受
性

が
極
め

て
小

さ
い
こ

と
が

示
さ
れ

て
い

る
。

 

な
お

，
文

献
S
C
C6

の
通
り

，
N
UR
E
G
や

I
GA
L
L
な
ど

の
海
外

の
知

見
に

お
い

て
も
，
B
W
R
の

対
象

材
料
の

S
C
C
に

つ
い

て
は

，
1
0
0
℃

以
上

の
温

度
環

境
と
な

る
部

位
を

管
理

対
象

と
し
て

い
る

。
 

し
た

が
っ

て
，
長

期
停

止
期

間
中
に

お
い

て
も
，
運

転
中

と
同

様
，
適

切
な

水
質

管
理

を
実

施
す

る
こ

と
で

，
環

境
条

件
か

ら
S
CC

の
発

生
を

抑
制

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
（

文
献

S
C
C
1
,
2
,
6
）
 

ま
た

，
経

年
劣

化
影
響

技
術

レ
ポ
ー

ト
に

お
い

て
も

，
1
0
0
℃

未
満
の

環
境

に
お

い
て
は

S
C
C
の

感
受

性
が

小
さ

い
こ

と
が

述
べ

ら
れ

る
と
と

も
に

，
S
CC

は
通
常

の
保

全
活

動
に
よ

り
管

理
可
能

で
あ

る
と
さ

れ
て

い
る
。

更
に

，
長

期
停

止
期

間
中
の

S
CC

が
保
全

活
動

に
よ

り
管

理
可
能

で
あ

る
こ
と

は
E
P
R
I
に

も
妥

当
性

が
確

認
さ

れ
て

い
る

。
（

経
年
劣

化
影

響
技

術
レ

ポ
ー
ト

及
び

E
P
RI

レ
ビ

ュ
ー

結
果

）
 

以
上

か
ら

，
長

期
停

止
期

間
中

に
適

切
な

水
質

管
理

が
実

施
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
前

提
と

す
れ

ば
，
S
C
C
が

発
生

，
進

展
す

る
可

能
性

は
極

め
て

小
さ

い
と
判

断
さ

れ
，
機

能
維
持

が
可

能
で

あ
る
こ

と
か

ら
「

3
無

①
」
と

分
類

し
，
保

全
ポ

イ
ン

ト
と
し

て
「
水

質
管

理
」
を

確
実

に
行

う
こ
と

を
推

奨
す
る

。
各

プ
ラ
ン

ト
の

水
質
は

，
別

頁
の
「

長
期

停
止
期

間
中

の
点

検
結

果
」

の
通
り

管
理

さ
れ
て

い
る

。
 

な
お

，
通

常
保

全
サ
イ

ク
ル

復
帰
後

も
，

日
常

保
全

と
し

て
，
I
SI

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

従
い

検
査

す
る
こ

と
で

，
継
続

的
に

機
能
が

維
持

さ
れ

て
い

る
こ

と
を
確

認
す

る
こ
と

が
で

き

る
。

 

     

19



＊
1
：

別
添

A
の

表
で

示
す

凡
例

や
注

釈
の

説
明
は

割
愛

す
る
。

 

＊
2
：

文
献

名
の

凡
例

及
び

該
当

す
る

知
見

は
，
後

段
の

「
文
献

リ
ス

ト
」

で
示

す
。

 

＊
3
：

発
電

所
で

実
際

に
行

わ
れ

て
い

る
保

全
活
動

及
び

当
該
保

全
活

動
の

結
果

確
認

さ
れ
て

い
る

部
位
の

健
全

性
も

参
考

の
上

，
保
全

ポ
イ

ン
ト
を

定
め

て
い

る
。

保
全

活
動
の

実
績

は
，
後

段
の

「
長

期
停

止
期

間
中
の

点
検

結
果
」

参
照

。
 

A
T
E
N
A
ガ

イ
ド
ラ

イ
ン

（
別

添
A
）

＊
1  

根
拠

と
す

る
技
術

ベ
ー

ス
＊
2  

補
足

説
明
事

項
 

経
年

劣
化

事
象

 
想

定
さ

れ
る

部
位

長
期

停
止

期
間
中

の
経

年
劣

化
影

響
長

期
停
止

期
間

中
の

保
全
ポ

イ
ン

ト
 

備
考

 
影

響
有

無
 

説
明

 

ク
ラ

ッ
ド

下
層

部
の
き

裂
 

胴
部

等
 

4
’
 

国
内
プ

ラ
ン

ト
で
は

，

製
作
時

に
溶

接
入
熱

を

管
理
す

る
こ

と
で
，

き

裂
の
発

生
を

防
止
し

て

い
る
 

－
 

 
U
C
C
2
 

  

ク
ラ

ッ
ド

下
層

部
の
き

裂
 
は
，

原
子

炉
圧
力

容
器

の
製

作
時

に
，

原
子
炉

圧
力

容
器
に

用
い

ら
れ
て

い
る

低
合
金

鋼
に

ク
ラ
ッ

ド
を

施
工

す
る

際
に

溶
接
施

工
条

件
が
適

切
で

は
な

い
こ

と
に
よ

っ
て

，
局
部

的
に

き
裂
が

発
生

す
る

こ
と

が
懸

念
さ
れ

る
も

の
で
あ

る
。

 

ク
ラ

ッ
ド

下
層

部
の
き

裂
に

つ
い
て

は
，
全

米
溶
接

協
会

の
報
告

書
「

W
e
l
d
i
ng
 
R
e
s
e
ar

c

h
 
C
o
u
n
c
il

 B
U
L
L
ET

IN
(
W
R
C-

19
7
)
」
に

お
い

て
，
特

定
の

種
類

の
低

合
金

鋼
材
料

と
特

定
の

溶
接

施
工

条
件

が
重

畳
し

た
場

合
に

発
生

す
る

可
能

性
が

確
認

さ
れ

て
お

り
，

材
料

の
改

善

（
化

学
成
分

の
規

制
等
）
や

溶
接

方
法

の
改

善
（
高

入
熱

条
件
の

回
避

）
を
図

る
こ

と
で

製
作

時
に

き
裂
発

生
を

防
止
で

き
る

こ
と
が

示
さ

れ
て

い
る

。
（

文
献
U
C
C
2
）
 

国
内

の
全

B
W
R
プ

ラ
ン

ト
の
原

子
炉

圧
力

容
器

に
お

い
て
は

，
ク

ラ
ッ
ド

下
層

部
の

き
裂

が
発

生
し

な
い

と
さ

れ
る

材
料

の
採

用
や

製
作

時
に

溶
接

入
熱

の
管

理
を

行
う

こ
と

で
，

製

作
時

に
ク
ラ

ッ
ド

下
層
部

の
き

裂
が
発

生
し

な
い

こ
と

を
確

認
し
て

い
る

。
 

ま
た

，
ク

ラ
ッ

ド
下
層

部
に

き
裂
が

存
在

し
て

い
た

と
し

て
も
，

プ
ラ

ン
ト
起

動
・

停
止

等
の

よ
う
な

大
き

な
温
度

・
圧

力
変
動

が
な

く
，

有
意

な
繰

返
し
応

力
が

付
与
さ

れ
な

い
長

期
停

止
期
間

中
に

お
い
て

は
，

き
裂
の

進
展

に
つ

い
て

考
慮

す
る
必

要
は

な
い
。

 

以
上

か
ら

，
長

期
停
止

期
間

中
に
特

別
に

保
管

対
策

，
点

検
を
実

施
す

る
必
要

は
な

く
，

「
4
’

無
②

」
と

分
類

し
て

い
る
。

 

 
な

お
，
運

転
期

間
延
長

認
可

申
請
を

行
う

場
合

に
は

，
長

期
停
止

期
間

中
か
否

か
に

関
わ

ら
ず

，
定
め

ら
れ

た
期
間

に
お

い
て
特

別
点

検
を

実
施

す
る

こ
と
で

，
機

能
が
維

持
さ

れ
て

い
る

こ
と
を

確
認

す
る
こ

と
が

で
き
る

。
 

腐
食
（

F
A
C
及
び

全
面
腐

食
）

 

主
蒸

気
ノ

ズ
ル

等
5
(
F
A
C
) 

 

3
(
全

面
腐

食
) 

停
止
期

間
中

は
蒸
気

が

高
速
で

流
れ

る
環
境

で

は
な
い

こ
と

か
ら
，

F
A
C
は

発
生
し

な
い

。

ま
た
，

停
止

期
間
中

は

冷
却
材

の
温

度
が

1
0
0
℃

未
満

と
低

く
，

全
面
腐

食
の

影
響
は

小

さ
い
が

，
水

質
管
理

を

適
切
に

行
う

こ
と
は

必

要
。
 

水
質

管
理

を
適

切
に

行
う

 

（
塩

化
物

イ
オ

ン
濃

度
等

が
適

正
な

水
準

に
維

持
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
適

宜
確

認
す

る
）

 

（
※

１
）
：
経

年
劣

化
影

響
技

術
レ

ポ
ー

ト
[
(1

)

腐
食

-
3]

プ
ラ

ン
ト

長
期

停
止

の
影

響
]
参
照

 

腐
食

1
,
 

腐
食

2
(
経

年
劣

化
影

響
技
術

レ
ポ

ー

ト
)
,
 

腐
食

3
（

EP
RI

レ
ビ
ュ

ー
結
果

）
 

 

原
子

炉
圧

力
容

器
の

主
蒸

気
ノ

ズ
ル

や
セ

ー
フ

エ
ン

ド
に

つ
い

て
は

，
低

合
金

鋼
や

炭
素

鋼
を

使
用
し

て
お

り
，
腐

食
（

全
面
腐

食
）

の
影

響
が

懸
念

さ
れ
る

。
 

こ
れ

に
つ

い
て

は
，
国

内
の

全
B
W
R
プ
ラ

ン
ト

に
お
い

て
は

，
設

計
，
製

造
段

階
で

，
余
裕

を
持

っ
た

腐
食

量
を

設
定

し
て

お
り

，
運

転
期

間
中

に
想

定
さ

れ
る

腐
食

量
が

設
計

段
階

で

考
慮

し
て

い
る

腐
食

量
よ

り
も

十
分

に
小

さ
い

こ
と

を
評

価
や

点
検

に
よ

り
確

認
し

て
い

る
。

 

長
期

停
止

期
間

中
に
お

い
て

は
，
文

献
腐

食
1
に

示
す

通
り

，
水

質
の
温

度
や

溶
存

酸
素

に
よ

り
腐

食
量

の
傾

向
が

変
化

す
る

こ
と

が
示

さ
れ

て
い

る
が

，
炉

水
の

温
度

が
低

い
場

合

の
腐

食
量
は

プ
ラ

ン
ト
運

転
状

態
の
温

度
の

腐
食

量
と

概
ね

同
程
度

の
傾

向
と
な

る
。（

文
献

腐
食

1
）
 

プ
ラ

ン
ト

の
高

経
年
化

技
術

評
価
で

は
、
文

献
腐
食

１
に

示
す

よ
う

な
腐

食
デ
ー

タ
か

ら
、

1
年

あ
た
り

の
腐

食
の
進

展
率

（
m
m
/
年
）

を
換
算

し
、

腐
食
の

評
価

式
を

用
い

て
想

定
す
る

運
転

期
間
に

対
す

る
腐
食

量
を

評
価
し

て
い

る
。
こ

の
考

え
方

と
同

様
に

、
長

期
停

止
期

間
中

の
腐

食
量
を

評
価

し
た
場

合
、
例

え
ば
プ

ラ
ン

ト
が

20
年

程
度

停
止
し

た
場

合
で

も
、
そ
の

腐
食

量
は
、
概
ね

0
.2
m
m
程

度
で

あ
り

，
B
W
R
 R
P
V
内
面

の
炉

水
と

接
液

す
る

炭
素
鋼

、
低
合

金
鋼

部
位
に

設
計

段
階
で

考
慮

し
て
い

る
腐

食
代

（
1
.
6
m
m
）

に
対
し

て
も
十

分
に

小
さ
く

、
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＊
1
：

別
添

A
の

表
で

示
す

凡
例

や
注

釈
の

説
明
は

割
愛

す
る
。

 

＊
2
：

文
献

名
の

凡
例

及
び

該
当

す
る

知
見

は
，
後

段
の

「
文
献

リ
ス

ト
」

で
示

す
。

 

＊
3
：

発
電

所
で

実
際

に
行

わ
れ

て
い

る
保

全
活
動

及
び

当
該
保

全
活

動
の

結
果

確
認

さ
れ
て

い
る

部
位
の

健
全

性
も

参
考

の
上

，
保
全

ポ
イ

ン
ト
を

定
め

て
い

る
。

保
全

活
動
の

実
績

は
，
後

段
の

「
長

期
停

止
期

間
中
の

点
検

結
果
」

参
照

。
 

A
T
E
N
A
ガ

イ
ド
ラ

イ
ン

（
別

添
A
）

＊
1  

根
拠

と
す

る
技
術

ベ
ー

ス
＊
2  

補
足

説
明
事

項
 

経
年

劣
化

事
象

 
想

定
さ

れ
る

部
位

長
期

停
止

期
間
中

の
経

年
劣

化
影

響
長

期
停
止

期
間

中
の

保
全
ポ

イ
ン

ト
 

備
考

 
影

響
有

無
 

説
明

 

長
期

停
止
期

間
中

の
腐
食

の
影

響
は
小

さ
い

。
 

ま
た

，
経

年
劣

化
影
響

技
術

レ
ポ
ー

ト
に

お
い
て

も
，
腐

食
は

通
常

の
保
全

活
動

に
よ

り
管

理
可

能
で

あ
る

と
さ

れ
て

お
り

，
管

理
方

法
の

一
つ

と
し

て
水

質
管

理
の

実
施

に
よ

る
腐

食

の
抑

制
が
挙

げ
ら

れ
て
い

る
。
更

に
，
長

期
停

止
期

間
中

の
腐
食

が
保

全
活
動

に
よ

り
管

理
可

能
で

あ
る
こ

と
は

E
P
RI

に
も

妥
当

性
が

確
認
さ

れ
て

い
る

。
（

経
年

劣
化
影

響
技

術
レ

ポ
ー

ト
及

び
E
PR
I
レ

ビ
ュ

ー
結

果
）
 

以
上

か
ら

，
長

期
停

止
期

間
中

に
適

切
な

水
質

管
理

が
実

施
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
前

提
と

す
れ

ば
，
腐

食
が

進
展
す

る
可

能
性
は

極
め

て
小
さ

い
と

判
断

さ
れ

，
機

能
維

持
が

可
能

で
あ

る
こ

と
か
ら
「
3
無

①
」
と

分
類

し
，
保

全
ポ

イ
ン
ト

と
し

て
「

水
質

管
理

」
を
確

実
に

行
う

こ
と

を
推
奨

す
る

。
各

プ
ラ
ン

ト
の

水
質
は

，
別

頁
の
「

長
期

停
止

期
間

中
の
点

検
結

果
」
の

通
り

管
理
さ

れ
て

い
る
。

 

な
お

，
通

常
保

全
サ
イ

ク
ル

復
帰
後

も
，

日
常

保
全

と
し

て
，
I
SI

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

従
い

検
査

す
る
こ

と
で

，
継
続

的
に

機
能
が

維
持

さ
れ

て
い

る
こ

と
を
確

認
す

る
こ
と

が
で

き

る
。

 

腐
食

（
全

面
腐

食
）
 

基
礎

ボ
ル

ト
 

3
 

停
止
期

間
中

は
空
調

運

転
を
継

続
し

て
お
り

，

停
止
期

間
中

の
目
視

点

検
の
結

果
に

お
い
て

も

有
意
な

腐
食

は
発
生

し

て
い
な

い
が

，
結
露

等

の
防
止

の
た

め
，
空

調

運
転
を

継
続

し
て
行

う

こ
と
は

必
要

。
 

結
露

等
の

防
止

の
た

め
，

空
調

運
転

を
継

続
し

て
行

う
。

 

 
腐

食
8 

腐
食

2
（

経
年
劣

化
影

響
技

術
レ

ポ

ー
ト

)
,
 

腐
食

3
（

EP
RI

レ
ビ
ュ

ー
結
果

）
，
 

腐
食

4
（

PL
M
評

価
書

（
参

考
）
）
 

原
子

炉
圧

力
容

器
の
基

礎
ボ

ル
ト
に

つ
い

て
は

，
低

合
金

鋼
や

炭
素

鋼
を

使
用
し

て
お

り
，

長
期

停
止

期
間

中
は

原
子

炉
格

納
容

器
内

が
窒

素
ガ

ス
雰

囲
気

か
ら

空
気

雰
囲

気
と

な
る

た

め
，

腐
食
の

影
響

が
懸
念

さ
れ

る
。
 

こ
れ

に
つ

い
て

は
，

長
期

停
止

期
間

中
に

お
い

て
も

空
調

運
転

を
継

続
す

る
な

ど
格

納
容

器
内

の
環

境
を

維
持

す
る

運
用

を
行

う
と

と
も

に
，

必
要

に
応

じ
て

基
礎

ボ
ル

ト
の

目
視

点

検
を

実
施
す

る
こ

と
で
，

健
全

性
を
維

持
す

る
こ

と
が

可
能

で
あ
る

。
 

上
記

の
通

り
、
屋

内
環

境
に

あ
る
原

子
炉

圧
力
容

器
の

基
礎

ボ
ル

ト
に

つ
い
て

は
、
腐

食
が

促
進

さ
れ
る

環
境

で
は
な

い
こ

と
か
ら

，
腐

食
の
影

響
は

小
さ

い
と

判
断

し
て
い

る
が

、
仮
に

プ
ラ

ン
ト

の
高

経
年

化
技

術
評

価
に

お
い

て
，

ボ
ル

ト
の

腐
食

に
対

す
る

健
全

性
を

確
認

す

る
場

合
に
用

い
て

い
る
屋

外
に

お
け
る

腐
食

量
想

定
値
（

0
.
3
m
m
/
60

年
）

※
１
を

、
原

子
炉
圧

力
容

器
の

基
礎

ボ
ル

ト
に

対
し

て
保

守
的

に
考

慮
し

た
場

合
で

も
，

原
子

炉
圧

力
容

器
の

基

礎
ボ

ル
ト
の

大
き

さ
、
本

数
（
直

径
約

7
0
mm

。
12
0
本
）
か
ら

ボ
ル

ト
の
強

度
へ

の
影
響

は
小

さ
い

。
 

※
１
：
炭

素
鋼
の

暴
露

試
験

結
果
か

ら
想

定
さ
れ

る
ボ

ル
ト

の
推

定
腐

食
量
。
事

業
者

の
ボ

ル
ト

腐
食

量
の

調
査

結
果
か

ら
も

妥
当

性
を

確
認

し
て
い

る
。
（

文
献

腐
食

8
）
 

ま
た

，
経

年
劣

化
影
響

技
術

レ
ポ
ー

ト
に

お
い
て

も
，
腐

食
は

通
常

の
保
全

活
動

に
よ

り
管

理
可

能
で

あ
る

と
さ

れ
て

お
り

，
管

理
方

法
の

一
つ

と
し

て
定

期
的

な
点

検
が

挙
げ

ら
れ

て

い
る

。
更

に
，
長

期
停

止
期
間

中
の

腐
食

が
保

全
活

動
に
よ

り
管

理
可
能

で
あ

る
こ

と
は

E
PR
I

に
も

妥
当
性

が
確

認
さ
れ

て
い

る
。（
（
経

年
劣

化
影
響

技
術

レ
ポ

ー
ト

及
び

E
P
RI

レ
ビ

ュ
ー

結
果

）
 

な
お

，
参

考
と

し
て

，
基

礎
ボ

ル
ト
の

目
視

点
検
を

実
施

し
た
結

果
，
有

意
な

腐
食

は
認

め
ら

れ
て

い
な

い
こ

と
が

，
事

業
者

の
高

経
年

化
技

術
評

価
に

お
い

て
も

示
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
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＊
1
：

別
添

A
の

表
で

示
す

凡
例

や
注

釈
の

説
明
は

割
愛

す
る
。

 

＊
2
：

文
献

名
の

凡
例

及
び

該
当

す
る

知
見

は
，
後

段
の

「
文
献

リ
ス

ト
」

で
示

す
。

 

＊
3
：

発
電

所
で

実
際

に
行

わ
れ

て
い

る
保

全
活
動

及
び

当
該
保

全
活

動
の

結
果

確
認

さ
れ
て

い
る

部
位
の

健
全

性
も

参
考

の
上

，
保
全

ポ
イ

ン
ト
を

定
め

て
い

る
。

保
全

活
動
の

実
績

は
，
後

段
の

「
長

期
停

止
期

間
中
の

点
検

結
果
」

参
照

。
 

A
T
E
N
A
ガ

イ
ド
ラ

イ
ン

（
別

添
A
）

＊
1  

根
拠

と
す

る
技
術

ベ
ー

ス
＊
2  

補
足

説
明
事

項
 

経
年

劣
化

事
象

 
想

定
さ

れ
る

部
位

長
期

停
止

期
間
中

の
経

年
劣

化
影

響
長

期
停
止

期
間

中
の

保
全
ポ

イ
ン

ト
 

備
考

 
影

響
有

無
 

説
明

 

確
認

し
て
い

る
。
（

P
L
M
評
価

書
）

 

以
上

か
ら

，
長

期
停

止
期

間
中

に
お

い
て

も
空

調
運

転
を

継
続

す
る

な
ど

格
納

容
器

内
の

環
境

を
維

持
す

る
こ

と
で

腐
食

が
発

生
す

る
環

境
と

し
て

マ
イ

ル
ド

で
あ

り
、

保
守

的
に

腐

食
量

を
考
慮

し
て

も
基
礎

ボ
ル

ト
の
機

能
へ

与
え

る
影

響
は

小
さ
い

こ
と

か
ら
「

3
無

①
」
と

分
類

す
る
。
ま

た
、
基

礎
ボ

ル
ト
の

機
能

に
影

響
す

る
よ

う
な
腐

食
が

発
生
し

て
い

な
い

こ
と

を
確

認
す
る

た
め

点
検
を

推
奨

す
る
。

 

各
プ

ラ
ン

ト
の

長
期
停

止
期

間
中
の

基
礎

ボ
ル

ト
の

点
検

状
況
は

，
別

頁
の
「

長
期

停
止
期

間
中

の
点
検

結
果

」
の
通

り
で

あ
る
。

 

 
な

お
，
通

常
保

全
サ
イ

ク
ル

復
帰
後

も
，

日
常

保
全

と
し

て
，
I
S
I
プ
ロ

グ
ラ
ム

に
従

い

検
査

す
る
こ

と
で

，
継
続

的
に

機
能
が

維
持

さ
れ

て
い

る
こ

と
を
確

認
す

る
こ
と

が
で

き

る
。

 

摩
耗
（

摺
動

部
）
 

ス
タ

ビ
ラ

イ
ザ

ブ

ラ
ケ

ッ
ト

，
 

ス
タ

ビ
ラ

イ
ザ

 

4
 

当
該
部

は
地

震
時
の

み

摺
動
す

る
も

の
で
あ

り
，
発

生
回

数
も
少

な

い
こ
と

か
ら

，
長
期

停

止
中
に

摩
耗

が
発
生

・

進
展
す

る
可

能
性
は

極

め
て
小

さ
い

。
 

－
 

 
摩

耗
1
（
P
LM

評
価

書
（
参

考
）
）
 

原
子

炉
圧

力
容

器
の

ス
タ

ビ
ラ

イ
ザ

ブ
ラ

ケ
ッ

ト
及

び
ス

タ
ビ

ラ
イ

ザ
に

つ
い

て
は

，
摺

動
部

を
有

し
て

い
る

た
め

摩
耗

が
想

定
さ

れ
る

が
，

当
該

部
は

地
震

時
の

み
摺

動
す

る
も

の

で
あ

る
。
こ
の

た
め

，
当

該
部
の

摩
耗

は
，
プ

ラ
ン

ト
の

運
転

期
間

中
・
停

止
期

間
中

に
関
わ

ら
ず

、
大
き

な
地

震
が
発

生
し

た
場
合

に
生

じ
る

劣
化

事
象

で
あ
る

。
 

な
お

，
発

生
回

数
も
少

な
い

こ
と
か

ら
，
仮

に
停

止
期

間
中
に

地
震

が
発

生
し

た
場

合
に
お

い
て

も
，
摩

耗
が

発
生
・

進
展

す
る
可

能
性

は
小

さ
い

。
 

参
考

と
し

て
，
事

業
者

の
高

経
年
化

技
術

評
価
に

お
い

て
も

，
ス

タ
ビ

ラ
イ

ザ
等

の
摺

動
部

の
摩

耗
に
つ

い
て

は
，
摩

耗
が

発
生
す

る
可

能
性
が

小
さ

い
こ

と
が

評
価

さ
れ
て

い
る

。（
P
L
M

評
価

書
（
参

考
）
）
 

 
以

上
か

ら
，
長

期
停

止
期

間
中
に

お
い

て
ス
タ

ビ
ラ

イ
ザ

等
の

摩
耗

が
発
生
・
進
展

す
る

可
能

性
は
小

さ
い

が
有
る

こ
と

か
ら
，
「
4
無

②
」

と
分

類
し

て
い

る
。
 

長
期

停
止

期
間

中
に
大

き
な

地
震
が

発
生

し
た

場
合

に
は

、
機
能

に
影

響
を
あ

た
え

る
よ

う
な

損
傷
が

な
い

こ
と
を

点
検

に
よ
り

確
認

す
る

こ
と

と
な

る
。
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＊
1
：

別
添

A
の

表
で

示
す

凡
例

や
注

釈
の

説
明
は

割
愛

す
る
。

 

＊
2
：

文
献

名
の

凡
例

及
び

該
当

す
る

知
見

は
，
後

段
の

「
文
献

リ
ス

ト
」

で
示

す
。

 

＊
3
：

発
電

所
で

実
際

に
行

わ
れ

て
い

る
保

全
活
動

及
び

当
該
保

全
活

動
の

結
果

確
認

さ
れ
て

い
る

部
位
の

健
全

性
も

参
考

の
上

，
保
全

ポ
イ

ン
ト
を

定
め

て
い

る
。

保
全

活
動
の

実
績

は
，
後

段
の

「
長

期
停

止
期

間
中
の

点
検

結
果
」

参
照

。
 

A
T
E
NA

ガ
イ

ド
ラ
イ

ン
（

別
添

A）
と

技
術
ベ

ー
ス

と
の
関

係
（
原

子
炉
格

納
容

器
（

PW
R
）
）
 

 

A
T
E
NA

ガ
イ
ド

ラ
イ

ン
（

別
添

A
）

＊
1
 

根
拠
と

す
る

技
術
ベ

ー
ス

＊
2  

補
足

説
明

事
項
 

経
年

劣
化

事
象

 
想

定
さ
れ

る
部

位
 

長
期

停
止
期

間
中

の
経
年

劣
化

影
響

 
長

期
停
止

期
間

中
の

 
保

全
ポ

イ
ン

ト
 

備
考

 
影

響
有

無
 

説
明

 

疲
労
割

れ
 

ト
ッ

プ
ド

ー
ム
部

等
 

5
 

運
転

中
，

停
止

期

間
中

と
も

に
大

き

な
圧

力
・

温
度

変

動
を

受
け

な
い

 

－
 

 

疲
労
割

れ
4（

P
L
M
評

価
書
（
参

考
）
）

疲
労

割
れ

は
，
温

度
や
圧

力
の

変
化
等

に
よ

っ
て
生

じ
る

応
力

の
変

動
が

繰
り
返

さ
れ

，
材

料
に

局
所
的

か
つ

微
小

な
変
形

が
蓄

積
す
る

現
象

で
あ

る
。

 

し
か

し
な

が
ら

，
国

内
の

全
P
W
R
プ

ラ
ン

ト
の

原
子

炉
格

納
容
器

本
体

に
つ

い
て

，
通
常

保
全

サ
イ

ク
ル

に
お

い
て

も
有
意

な
温

度
・
圧

力
変

動
は

想
定

さ
れ

な
い
。

 

な
お

，
参
考

と
し

て
，
原

子
炉

格
納

容
器

本
体

に
お

い
て

有
意
な

温
度
・
圧

力
変

動
が
な

い
こ

と
は

，
P
L
M

評
価

書
に

お
い
て

も
示

さ
れ
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

て
い
る

。
（

P
LM

評
価
書

（
参
考

）
）
 

長
期

停
止

期
間

中
に

お
い
て

も
同

様
に

，
有
意

な
温

度
・
圧

力
変
動

が
想

定
さ

れ
な

い
こ
と

か
ら

，
劣

化

要
因

と
し

て
疲
労

割
れ

を
考
慮

す
る

必
要

は
無

く
「

5
無

②
」

と
分
類

す
る

。
 

腐
食
 

ト
ッ

プ
ド

ー
ム
部

，
 

円
筒

部
 

3
 

鋼
板

の
内

面
お

よ

び
外

面
（

P
C
C
V

の
場

合
は

ラ
イ

ナ

ー
プ

レ
ー

ト
の

大

気
接

触
部

）
に

塗

装
を

施
し

て
お

り
，

塗
膜

の
健

全

性
を

維
持

す
る

こ

と
で

，
停

止
期

間

中
の

腐
食

の
発

生

を
防

止
で

き
る

 

適
宜

塗
膜

の
健

全

性
を

目
視

点
検

に

よ
り

確
認

し
，

必

要
に

応
じ

て
再

塗

装
を

実
施

す
る

 

 

腐
食

2
（

経
年
劣

化
影

響
技

術
レ

ポ

ー
ト
）

,
 

腐
食

3
（

EP
R
I
レ

ビ
ュ

ー
結
果
）

 

 

原
子

炉
格

納
容

器
に

用
い
て

い
る

炭
素

鋼
は

，
湿

分
を

含
む
大

気
中

に
お
い

て
腐

食
が

発
生

す
る

こ
と
が

想
定

さ
れ

る
。
 

し
か

し
な

が
ら

，
国

内
全

て
の

P
W
R
プ
ラ

ン
ト

の
原

子
炉

格
納

容
器

に
つ

い
て
，
表

面
に

防
食

塗
装

を
施

工
し

て
い

る
た
め

，
塗

膜
が
健

全
で

あ
る

か
ぎ

り
，

腐
食
の

懸
念

は
な
い

。
 

ま
た

，
経

年
劣

化
影

響
技

術
レ

ポ
ー
ト

に
お

い
て
も

，
腐

食
は

通
常

の
保
全

活
動

に
よ

り
管

理
可

能
で
あ

る
と

さ
れ

て
お
り

，
管

理
方

法
の

一
つ
と

し
て

表
面
の

塗
装

に
よ

る
腐

食
の

抑
制
が

挙
げ

ら
れ
て

い
る

。
更

に
，

腐
食

が
長
期

停
止

期
間
中

に
お

い
て

も
保

全
活

動
に
よ

り
管

理
可
能

で
あ

る
こ

と
は

E
P
R
I
に

も
妥

当

性
が

確
認

さ
れ
て

い
る

。
（
経

年
劣

化
影

響
技

術
レ

ポ
ー

ト
及

び
E
PR
I
レ

ビ
ュ

ー
結
果

）
 

以
上

か
ら

，
長

期
停

止
期

間
中

に
塗
膜

の
健

全
性
が

維
持

で
き

て
い

る
こ

と
を
前

提
と

す
れ
ば

，
腐

食
の

発
生

を
抑

制
す
る

こ
と

が
可
能

で
あ

る
こ

と
か

ら
「

3
無

①
」
と

分
類

し
，
保

全
ポ

イ
ン
ト

と
し

て
，

塗
膜

の
健

全
性

を
維
持

す
る

た
め
の
「

塗
膜

の
目

視
点

検
」
を

行
う
こ

と
を

推
奨
す

る
。
各

プ
ラ

ン
ト

の
長

期
停

止
期

間
中

の
格
納

容
器

の
塗
膜

点
検

の
状

況
は

，
別

頁
の
「

長
期

停
止

期
間

中
の

点
検

結
果
」
の

通
り

で
あ

る
。

 

な
お

，
通

常
保
全

復
帰

後
も
，
原
子

炉
格

納
容
器

漏
洩

率
試
験

を
実

施
す

る
こ

と
で

，
継

続
的

に
機

能
が

維
持

さ
れ

て
い
る

こ
と

を
確
認

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

腐
食
 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

埋
設

部

（
ス

タ
ッ

ド
含
む

）
 

4
’

 
コ

ン
ク
リ

ー
ト

内

の
水

酸
化

カ
ル

シ

ウ
ム

に
よ

り
強

ア

ル
カ

リ
環

境
を

形

成
し

て
お

り
，

鉄

表
面

は
不

動
態

化

し
て

い
る

た
め

，

腐
食

速
度

と
し

て

は
極

め
て

小
さ

い

－
 

 

腐
食

5
 

原
子

炉
格

納
容

器
に

用
い
て

い
る

炭
素

鋼
は

，
湿

分
を

含
む
大

気
中

に
お
い

て
腐

食
が

発
生

す
る

こ
と
が

想
定

さ
れ

る
。
 

し
か

し
な

が
ら

，
コ

ン
ク

リ
ー
ト

埋
設

部
は

コ
ン

ク
リ

ー
ト
内

の
水

酸
化
カ

ル
シ

ウ
ム

に
よ

り
強

ア
ル
カ

リ
環

境
を

形
成
し

て
お

り
，
文

献
腐

食
5
に

示
す
通

り
，
コ

ン
ク

リ
ー

ト
内
に

お
い

て
鉄

表
面

は
不

動
態
化

し
て

い
る

た
め
，

腐
食

速
度
と

し
て

は
極

め
て

小
さ

い
。
（

文
献

腐
食

5
）
 

な
お

，
コ

ン
ク

リ
ー

ト
埋
設

部
は

，
コ

ン
ク

リ
ー

ト
内
に

深
く

埋
設
さ

れ
た

状
態

で
施

工
さ

れ
て
お

り
，

別
紙

４
－

１
で
示

さ
れ

て
い
る

通
り

，
中

性
化

の
進

展
程

度
は

8
0
年

間
を

考
慮

し
て
も

1
0c
m
に
満

た
な

い

程
度

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

1
0
c
m
を

大
き

く
超

え
る

位
置

に
埋

設
さ

れ
て

い
る

コ
ン

ク
リ

ー
ト

埋
設

部
に

つ

い
て

は
，
中

性
化
の

影
響

は
考
慮

す
る

必
要

は
な

い
。
更

に
，
コ

ン
ク

リ
ー
ト

表
面

に
塗

装
が

施
さ

れ
て
い

る
箇

所
も

あ
り
，

設
置

環
境
と

し
て

緩
や

か
な

環
境

で
あ
る

。
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＊
1
：

別
添

A
の

表
で

示
す

凡
例

や
注

釈
の

説
明
は

割
愛

す
る
。

 

＊
2
：

文
献

名
の

凡
例

及
び

該
当

す
る

知
見

は
，
後

段
の

「
文
献

リ
ス

ト
」

で
示

す
。

 

＊
3
：

発
電

所
で

実
際

に
行

わ
れ

て
い

る
保

全
活
動

及
び

当
該
保

全
活

動
の

結
果

確
認

さ
れ
て

い
る

部
位
の

健
全

性
も

参
考

の
上

，
保
全

ポ
イ

ン
ト
を

定
め

て
い

る
。

保
全

活
動
の

実
績

は
，
後

段
の

「
長

期
停

止
期

間
中
の

点
検

結
果
」

参
照

。
 

A
T
E
NA

ガ
イ
ド

ラ
イ

ン
（

別
添

A
）

＊
1
 

根
拠
と

す
る

技
術
ベ

ー
ス

＊
2  

補
足

説
明

事
項
 

経
年

劣
化

事
象

 
想

定
さ
れ

る
部

位
 

長
期

停
止
期

間
中

の
経
年

劣
化

影
響

 
長

期
停
止

期
間

中
の

 
保

全
ポ

イ
ン

ト
 

備
考

 
影

響
有

無
 

説
明

 

ま
た

，
コ

ン
ク
リ

ー
ト

埋
設
部

が
施

工
さ

れ
た

コ
ン

ク
リ
ー

ト
表

面
は
，
大
部

分
が

屋
内
環

境
（

管
理

区

域
内

）
で

あ
り
，

塩
分

浸
透
の

影
響

を
考

慮
す

る
必

要
は
な

い
。

な
お
，

P
WR

の
プ

レ
ス

ト
レ

ス
ト

製
原
子

炉
格

納
容

器
（

P
C
C
V
）
の

外
表
面

は
屋

外
環
境

に
晒

さ
れ

て
い

る
が

，
コ

ン
ク

リ
ー

ト
に
十

分
な

厚
み

が
あ

り
，

外
表

面
に
塗

装
が

施
さ
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
，

塩
分
浸

透
の

影
響
を

考
慮

す
る

必
要

は
な

い
。
 

そ
の

他
，
コ

ン
ク

リ
ー

ト
に

想
定

さ
れ

る
ア

ル
カ
リ

骨
材

反
応
等

の
経

年
劣

化
事

象
に

つ
い
て

は
，
別
添

A
の

通
り

，
長
期

停
止

期
間

中
の
経

年
劣

化
の

発
生

，
進

展
が
想

定
さ

れ
な
い

又
は

極
め

て
小

さ
い

も
の
と

分
類

さ
れ

て
お
り

，
原

子
炉
格

納
容

器
の

コ
ン

ク
リ

ー
ト
埋

設
部

に
対
す

る
影

響
も

な
い

。
 

以
上

か
ら

，
長

期
停

止
期

間
中

に
お
い

て
も

コ
ン
ク

リ
ー

ト
埋

設
部

は
有

意
な
腐

食
環

境
に
な

く
，「

4
’

無
②

」
と

分
類
す

る
。

 

な
お

，
通

常
保
全

復
帰

後
も
，
原
子

炉
格

納
容
器

漏
洩

率
試
験

を
実

施
す

る
こ

と
で

，
継

続
的

に
機

能
が

維
持

さ
れ

て
い
る

こ
と

を
点
検

す
る

。
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＊
1
：

別
添

A
の

表
で

示
す

凡
例

や
注

釈
の

説
明
は

割
愛

す
る
。

 

＊
2
：

文
献

名
の

凡
例

及
び

該
当

す
る

知
見

は
，
後

段
の

「
文
献

リ
ス

ト
」

で
示

す
。

 

＊
3
：

発
電

所
で

実
際

に
行

わ
れ

て
い

る
保

全
活
動

及
び

当
該
保

全
活

動
の

結
果

確
認

さ
れ
て

い
る

部
位
の

健
全

性
も

参
考

の
上

，
保
全

ポ
イ

ン
ト
を

定
め

て
い

る
。

保
全

活
動
の

実
績

は
，
後

段
の

「
長

期
停

止
期

間
中
の

点
検

結
果
」

参
照

。
 

A
T
E
N
A
ガ

イ
ド
ラ

イ
ン

（
別

添
A
）

と
技
術

ベ
ー

ス
と

の
関
係

（
原

子
炉
格

納
容

器
（
B
WR

）
）
 

 

A
TE
N
A
ガ

イ
ド
ラ

イ
ン
（

別
添

A
）

＊
1
 

根
拠
と

す
る

技
術
ベ

ー
ス

＊
2
 

補
足

説
明
事

項
 

経
年

劣
化

事
象

 
想

定
さ
れ

る
部

位
 

長
期

停
止

期
間

中
の
経

年
劣

化
影

響
 

長
期

停
止

期
間

中
の

保
全
ポ

イ
ン

ト
 

備
考

 
影

響
有

無
 

説
明

 

腐
食
 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル
，

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
チ
ェ

ン
バ

（
円

筒
部

等
）
等

 

3
 

鋼
板

の
内

面
お

よ
び

外
面

に
塗

装
を

施
し

て
お

り
，

塗
膜

の
健

全
性

を
維

持
す

る
こ

と
で

，
停

止
期

間
中

の
腐

食
の

発
生

を
防

止
で

き
る

 

適
宜

塗
膜

の
健

全
性

を
目

視
点

検
に

よ
り

確
認

し
，

必
要

に
応

じ
て

再
塗

装
を

実
施

す
る

。
 

 

腐
食

2
（

経
年
劣

化
影

響
技

術
レ

ポ
ー

ト
）

,
 

腐
食

3
（

E
P
R
I
レ

ビ
ュ
ー

結
果

）
 

原
子

炉
格

納
容

器
に

用
い

て
い

る
炭

素
鋼

は
，

湿
分

を
含

む
大

気
中

に
お

い
て

腐
食

が
発

生
す

る
こ
と

が
想

定
さ
れ

る
。

 

し
か

し
な

が
ら

，
国
内

全
て

の
B
W
R
プ
ラ

ン
ト

の
原

子
炉
格

納
容

器
に
つ

い
て

，
表

面
に

防
食

塗
装
を

施
工

し
て
い

る
た

め
，
塗

膜
が

健
全

で
あ

る
か

ぎ
り
，

腐
食

の
懸
念

は
な

い
。

 

ま
た

，
経

年
劣

影
響
技

術
レ

ポ
ー
ト

に
お

い
て
も

，
腐

食
は
通

常
の

保
全
活

動
に

よ
り

管
理

可
能

で
あ

る
と

さ
れ

て
お

り
，

管
理

方
法

の
一

つ
と

し
て

表
面

の
塗

装
に

よ
る

腐
食

の
抑

制

が
挙

げ
ら
れ

て
い

る
。
更

に
，
腐
食

が
長

期
停

止
期

間
中

に
お
い

て
も

保
全
活

動
に

よ
り

管
理

可
能

で
あ
る

こ
と

は
E
P
RI

に
も

妥
当
性

が
確

認
さ
れ

て
い

る
。
（
経

年
劣
化

影
響

技
術

レ
ポ

ー
ト

及
び

E
PR
I
レ

ビ
ュ

ー
結

果
）

 

以
上

か
ら

，
長

期
停

止
期

間
中

に
塗

膜
の

健
全

性
が

維
持

で
き

て
い

る
こ

と
を

前
提

と
す

れ
ば

，
腐
食

の
発

生
を

抑
制
す

る
こ

と
が
可

能
で

あ
る

こ
と

か
ら
「

3
無

①
」
と
分

類
し
，
保

全
ポ

イ
ン
ト

と
し

て
，
塗

膜
の

健
全
性

を
維

持
す
る

た
め

の
「
塗

膜
の

目
視

点
検

」
を

行
う
こ

と
を

推
奨
す

る
。
各

プ
ラ

ン
ト

の
長
期

停
止

期
間
中

の
格

納
容

器
の

塗
膜

点
検
の

状
況

は
，
別

頁
の

「
長
期

停
止

期
間
中

の
点

検
結
果

」
の

通
り

で
あ

る
。

 

な
お

，
通

常
保

全
復
帰

後
も

，
原
子

炉
格

納
容
器

漏
洩

率
試
験

を
実

施
す

る
こ

と
で

，
継
続

的
に

機
能
が

維
持

さ
れ
て

い
る

こ
と
を

確
認

す
る

こ
と

が
で

き
る
。

 

   

腐
食
 

基
礎

ボ
ル

ト
 

（
コ

ン
ク

リ
ー
ト

埋
設

部
）

 

4
’

 
コ

ン
ク
リ

ー
ト

内
の

水
酸

化
カ

ル
シ

ウ
ム

に
よ

り
強

ア
ル

カ
リ

環
境

を
形

成
し

て
お

り
，

鉄
表

面
は

不
動

態
化

し
て

い
る

た

め
，

腐
食

速
度

と
し

て
は

極
め

て
小

さ
い

。
 

－
 

 

腐
食

5
 

原
子

炉
格

納
容

器
に

用
い

て
い

る
低

合
金

鋼
は

，
湿

分
を

含
む

大
気

中
に

お
い

て
腐

食
が

発
生

す
る
こ

と
が

想
定
さ

れ
る

。
 

し
か

し
な

が
ら

，
コ
ン

ク
リ

ー
ト
埋

設
部

は
，
コ

ン
ク

リ
ー
ト

内
の

水
酸
化

カ
ル

シ
ウ

ム
に

よ
り

強
ア
ル

カ
リ

環
境
を

形
成

し
て
お

り
，

文
献

腐
食

5
に
示

す
通

り
，
鉄

表
面

は
不

動
態

化
し

て
い
る

た
め

，
腐
食

速
度

と
し
て

は
極

め
て

小
さ

い
。
（

文
献
腐

食
5
）
 

な
お

，
コ

ン
ク

リ
ー
ト

埋
設

部
は
，
コ

ン
ク

リ
ー

ト
内

に
深
く

埋
設

さ
れ
た

状
態

で
施

工
さ

れ
て

お
り
，
別

紙
４

－
１

で
示

さ
れ

て
い

る
通

り
，
中

性
化

の
進

展
程

度
は

80
年

間
を

考
慮

し
て

も
1
0c
m
に

満
た

な
い

程
度
で

あ
る

こ
と
か

ら
，
1
0
c
m
を

大
き

く
超

え
る
位

置
に

埋
設
さ

れ
て

い
る
コ

ン
ク

リ
ー
ト

埋
設

部
に
つ

い
て

は
，
中
性

化
の

影
響
は

考
慮

す
る

必
要

は
な

い
。 

ま
た

，
コ

ン
ク

リ
ー
ト

埋
設

部
が
施

工
さ

れ
た
コ

ン
ク

リ
ー

ト
表

面
は

，
屋
内

環
境
（

管
理

区
域

内
）
で

あ
り

，
塩
分

浸
透

の
影
響

を
考

慮
す

る
必

要
は

な
い
。

 

そ
の

他
，
ア

ル
カ

リ
骨

材
反

応
等
に

つ
い

て
は
，
別

添
A
の
通

り
，
長

期
停

止
期

間
中

の
経

年
劣

化
の
発

生
，
進

展
が

想
定

さ
れ
な

い
又

は
極
め

て
小

さ
い

も
の

と
分

類
さ
れ

て
お

り
，
原

子
炉

格
納
容

器
の

コ
ン
ク

リ
ー

ト
埋
設

部
に

対
す

る
影

響
も

な
い
。
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＊
1
：

別
添

A
の

表
で

示
す

凡
例

や
注

釈
の

説
明
は

割
愛

す
る
。

 

＊
2
：

文
献

名
の

凡
例

及
び

該
当

す
る

知
見

は
，
後

段
の

「
文
献

リ
ス

ト
」

で
示

す
。

 

＊
3
：

発
電

所
で

実
際

に
行

わ
れ

て
い

る
保

全
活
動

及
び

当
該
保

全
活

動
の

結
果

確
認

さ
れ
て

い
る

部
位
の

健
全

性
も

参
考

の
上

，
保
全

ポ
イ

ン
ト
を

定
め

て
い

る
。

保
全

活
動
の

実
績

は
，
後

段
の

「
長

期
停

止
期

間
中
の

点
検

結
果
」

参
照

。
 

A
TE
N
A
ガ

イ
ド
ラ

イ
ン
（

別
添

A
）

＊
1
 

根
拠
と

す
る

技
術
ベ

ー
ス

＊
2
 

補
足

説
明
事

項
 

経
年

劣
化

事
象

 
想

定
さ
れ

る
部

位
 

長
期

停
止

期
間

中
の
経

年
劣

化
影

響
 

長
期

停
止

期
間

中
の

保
全
ポ

イ
ン

ト
 

備
考

 
影

響
有

無
 

説
明

 

以
上

か
ら

，
長

期
停

止
期

間
中

に
お

い
て

も
コ

ン
ク

リ
ー

ト
埋

設
部

は
有

意
な

腐
食

環
境

に
な

く
，
「

4’
無

②
」
と

分
類

す
る
。

 

な
お

，
通

常
保

全
復
帰

後
も

，
原
子

炉
格

納
容
器

漏
洩

率
試
験

を
実

施
す

る
こ

と
で

，
継
続

的
に

機
能
が

維
持

さ
れ
て

い
る

こ
と
を

確
認

す
る

こ
と

が
で

き
る
。

 

   

疲
労
割

れ
 

ダ
イ

ヤ
フ

ラ
ム
フ

ロ
ア

ー
シ

ー
ル

ベ
ロ
ー

ズ
，

 

ベ
ン

ト
管

ベ
ロ
ー

ズ
 

5
 

停
止

期
間

中
は

大
き

な
圧

力
・

温
度

変
動

が
な

い
 

－
 

 

疲
労

割
れ

6 

（
P
L
M
評

価
書
（

参
考

）
）
 

 

疲
労

割
れ

は
，
温

度
や

圧
力

の
変
化

等
に

よ
っ
て

生
じ

る
応

力
の

変
動

が
繰
り

返
さ

れ
，
材

料
に

局
所
的

か
つ

微
小
な

変
形

が
蓄
積

す
る

現
象

で
あ

る
。

 

原
子

炉
格

納
容

器
の
ダ

イ
ア

フ
ラ
ム

フ
ロ

ア
ー

シ
ー

ル
ベ

ロ
ー
ズ

は
，

ド
ラ
イ

ウ
ェ

ル
と

原
子

炉
本
体

基
礎

と
の
事

故
時

等
の
熱

膨
張

差
を

吸
収

す
る

た
め
に

取
付

け
ら
れ

て
お

り
，

ベ
ン

ト
管
ベ

ロ
ー

ズ
は
，

ド
ラ

イ
ウ
ェ

ル
と

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
チ
ェ

ン
バ

と
の
事

故
時

等
の

熱
膨

張
差
を

吸
収

す
る
た

め
に

取
付
け

ら
れ

て
い

る
。

疲
労

の
蓄
積

に
よ

る
疲
労

割
れ

が
劣

化
要

因
と
し

て
想

定
さ
れ

る
が

，
通
常

時
の

温
度

変
動

は
，

プ
ラ
ン

ト
起

動
・
停

止
に

よ
る

も
の

で
，
発

生
応

力
・
回

数
は

小
さ
い

。
 

な
お

，
参

考
と

し
て
，
ダ

イ
ア

フ
ラ

ム
フ

ロ
ア
ー

シ
ー

ル
ベ
ロ

ー
ズ

，
ベ
ン

ト
管

ベ
ロ

ー
ズ

は
，

通
常

時
に

お
い

て
も

疲
労

割
れ

の
発

生
の

可
能

性
が

小
さ

い
こ

と
が

評
価

さ
れ

て
い

る

こ
と

は
，
P
LM

評
価

書
に

お
い

て
も

示
さ

れ
て

い
る
こ

と
を

確
認
し

て
い

る
。
（
P
L
M
評

価
書

（
参

考
）
）
 

 
長

期
停
止

期
間

中
に
お

い
て

も
同
様

に
，
有

意
な

温
度
・
圧

力
変

動
が

想
定

さ
れ

な
い

こ
と

か
ら

，
劣
化

要
因

と
し
て

疲
労

割
れ
を

考
慮

す
る

必
要

は
無

く
「
5
無

②
」

と
分

類
す

る
。
 

摩
耗
 

ス
タ

ビ
ラ

イ
ザ
等

 
4
 

当
該

部
は

地
震

時
の

み
摺

動
す

る
も

の
で

あ

り
，

発
生

回
数

も
少

な
い

こ
と

か
ら

，
長

期
停

止
中

に
摩

耗
が

発
生

・
進

展
す

る
可

能
性

は
極

め
て

小
さ

い
。

 

－
 

 

摩
耗

2
（

PL
M
評

価
書

（
参
考

）
）

 
原

子
炉
格

納
容

器
の
ス

タ
ビ

ラ
イ
ザ

，
上

部
シ
ア

ラ
グ

，
下
部

シ
ア

ラ
グ

に
つ

い
て

は
，
摺

動
部

を
有

し
て

い
る

た
め

摩
耗

が
想

定
さ

れ
る

が
，

当
該

部
は

地
震

時
の

み
摺

動
す

る
も

の

で
あ

る
。
こ
の

た
め

，
当

該
部
の

摩
耗

は
，
プ

ラ
ン

ト
の

運
転

期
間

中
・
停

止
期

間
中

に
関
わ

ら
ず

、
大

き
な

地
震

が
発

生
し

た
場
合

に
生

じ
る
劣

化
事

象
で

あ
り

、
機

器
を

継
続

的
に

使
用

す
る

こ
と
に

伴
っ

た
経
年

的
な

影
響
に

よ
り

摩
耗

が
発

生
・

進
展
す

る
も

の
で
は

な
い

。
 

ま
た

，
発

生
回

数
も
少

な
い

こ
と
か

ら
，
仮

に
停

止
期

間
中
に

地
震

が
発

生
し

た
場

合
に
お

い
て

も
，
摩

耗
が

発
生
・

進
展

す
る
可

能
性

は
小

さ
い

。
 

参
考

と
し

て
，
事

業
者

の
高

経
年
化

技
術

評
価
に

お
い

て
も

，
ス

タ
ビ

ラ
イ

ザ
等

の
摺

動
部

の
摩

耗
に
つ

い
て

は
，
摩

耗
が

発
生
す

る
可

能
性
が

小
さ

い
こ

と
が

評
価

さ
れ
て

い
る

。（
P
L
M

評
価

書
（
参

考
）
）
 

以
上

か
ら

，
長

期
停

止
期

間
中

の
劣

化
要
因

と
し

て
摩
耗

を
考

慮
す

る
必

要
は

無
く
「

4
無

②
」

と
分
類

し
て

い
る
。

 

な
お

、
長

期
停

止
期
間

中
に

大
き
な

地
震

が
発

生
し

た
場

合
に
は

、
機

能
に
影

響
を

あ
た

え
る

よ
う
な

損
傷

が
な
い

こ
と

を
点
検

に
よ

り
確

認
す

る
こ

と
と
な

る
。
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＊
1
：

別
添

A
の

表
で

示
す

凡
例

や
注

釈
の

説
明
は

割
愛

す
る
。

 

＊
2
：

文
献

名
の

凡
例

及
び

該
当

す
る

知
見

は
，
後

段
の

「
文
献

リ
ス

ト
」

で
示

す
。

 

＊
3
：

発
電

所
で

実
際

に
行

わ
れ

て
い

る
保

全
活
動

及
び

当
該
保

全
活

動
の

結
果

確
認

さ
れ
て

い
る

部
位
の

健
全

性
も

参
考

の
上

，
保
全

ポ
イ

ン
ト
を

定
め

て
い

る
。

保
全

活
動
の

実
績

は
，
後

段
の

「
長

期
停

止
期

間
中
の

点
検

結
果
」

参
照

。
 

A
T
E
NA

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

（
別
添

A）
と

技
術

ベ
ー

ス
と

の
関

係
（
コ

ン
ク

リ
ー
ト

構
造
物

）
 

 

A
TE
N
A
ガ

イ
ド
ラ

イ
ン
（

別
添

A
）

＊
1
 

根
拠
と

す
る

技
術

ベ
ー

ス
＊
2
 

補
足
説

明
事

項
 

経
年

劣
化

事
象

 
想

定
さ

れ
る

部
位

 

長
期
停

止
期

間
中
の

経
年

劣
化

影
響

 
長

期
停

止
期

間
中

の
 

保
全

ポ
イ

ン
ト

 
備
考

 
影
響

有
無

 
説
明

 

熱
 

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

強
度
低

下
）

 

P
W
R
:
内

部
コ

ン
ク
リ

ー

ト
(
１

次
遮
蔽

壁
)
 

B
W
R
:
原

子
炉

ペ
デ
ス

タ

ル
，

一
次

遮
へ

い
壁
 

5
 

停
止

期
間

中
は

高
い

熱
の

影
響

を

受
け

な
い

。
 

－
 

※
１

：
長

期
停
止

期
間

中
に

劣
化

が
発

生
，

進
展
し

な
い

，
ま

た
は

当
該

設
備

に
要
求

さ
れ

る
機

能
に

対
す

る
影

響
が
極

め
て

小
さ

い
劣

化
で

あ
る

も
の
の

，
運

転
中

と
同

様
の

保
全

活
動
（

目
視

点
検

な
ど

の
定

期
的

な
点
検

及
び

必
要

に
応

じ
た

補
修

等
）
を

継
続

す
る

こ
と

が
有

効
と

考
え
ら

れ
る

。
 

－
 

最
高

温
度

に
対

す
る

評
価

で
あ

り
，
P
L
M
評
価

に

お
け

る
評

価
対

象
部

位
は

，
高

温
と

な
る

内
部

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
一

次
遮

蔽
壁

(
P
W
R
)
，
原
子

炉

ペ
デ

ス
タ

ル
，

一
次

遮
蔽

壁
(
BW
R
)
で

あ
る

が
，

停
止

中
に

お
い

て
は

，
運

転
時

の
よ

う
な

熱
影

響
を

受
け

な
い

こ
と

か
ら

，
運

転
時

よ
り

も
高

温
に

な
る

こ
と

は
な

い
。

 

以
上

か
ら

，
停

止
期

間
中

の
劣

化
要

因
は

無
い

た
め

，
「

5
無
②
」

に
分

類
す
る

。
 

 

放
射
線

照
射

 

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

強
度
低

下
）

 

P
W
R
:
内

部
コ

ン
ク
リ

ー

ト
(
１

次
遮
蔽

壁
)
 

B
W
R
:
原

子
炉

ペ
デ
ス

タ

ル
，

一
次

遮
へ

い
壁
 

5
 

停
止

期
間

中
は

放
射

線
の

影
響

を

受
け

な
い

。
 

－
 

※
１

：
長

期
停
止

期
間

中
に

劣
化

が
発

生
，

進
展
し

な
い

，
ま

た
は

当
該

設
備

に
要
求

さ
れ

る
機

能
に

対
す

る
影

響
が
極

め
て

小
さ

い
劣

化
で

あ
る

も
の
の

，
運

転
中

と
同

様
の

保
全

活
動
（

目
視

点
検

な
ど

の
定

期
的

な
点
検

及
び

必
要

に
応

じ
た

補
修

等
）
を

継
続

す
る

こ
と

が
有

効
と

考
え
ら

れ
る

。
 

－
 

累
積

照
射

量
に

対
す

る
評

価
で

あ
り

，
P
L
M
評

価

に
お

け
る

評
価

対
象

部
位

は
，

照
射

の
影

響
を

受
け

る
内

部
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

一
次

遮
蔽

壁

(
PW
R
)
，
原

子
炉

ペ
デ
ス

タ
ル

，
一

次
遮

へ
い

壁

(
BW
R
)
で

あ
る
が

，
停
止

中
に

お
い

て
は

，
核

分

裂
反

応
が

起
こ

ら
な

い
こ

と
か

ら
，

燃
料

か
ら

の
放

射
線

の
影

響
を

受
け

な
い

。
 

以
上

か
ら

，
停

止
期

間
中

の
劣

化
要

因
は

無
い

た
め

，
「

5
無
②
」

に
分

類
す
る

。
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＊
1
：

別
添

A
の

表
で

示
す

凡
例

や
注

釈
の

説
明
は

割
愛

す
る
。

 

＊
2
：

文
献

名
の

凡
例

及
び

該
当

す
る

知
見

は
，
後

段
の

「
文
献

リ
ス

ト
」

で
示

す
。

 

＊
3
：

発
電

所
で

実
際

に
行

わ
れ

て
い

る
保

全
活
動

及
び

当
該
保

全
活

動
の

結
果

確
認

さ
れ
て

い
る

部
位
の

健
全

性
も

参
考

の
上

，
保
全

ポ
イ

ン
ト
を

定
め

て
い

る
。

保
全

活
動
の

実
績

は
，
後

段
の

「
長

期
停

止
期

間
中
の

点
検

結
果
」

参
照

。
 

A
TE
N
A
ガ

イ
ド
ラ

イ
ン
（

別
添

A
）

＊
1
 

根
拠
と

す
る

技
術

ベ
ー

ス
＊
2
 

補
足
説

明
事

項
 

経
年

劣
化

事
象

 
想

定
さ

れ
る

部
位

 

長
期
停

止
期

間
中
の

経
年

劣
化

影
響

 
長

期
停

止
期

間
中

の
 

保
全

ポ
イ

ン
ト

 
備
考

 
影
響

有
無

 
説
明

 

中
性
化

 

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

強
度
低

下
）

 

全
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造

物
 

2
 

停
止

期
間

中
も

進
展

す
る

可
能

性

は
あ

る
が

，
運

転
中

と
傾

向
が

変

わ
る

も
の

で
は

な
い

。
 

 

目
視

点
検

な
ど

の
定
期

的
な

点
検

及
び

必
要

に
応

じ
た
補

修
等

（
運

転
中

と
同

様
の

保
全
活

動
を

継
続

す
る

）
 

 
中

性
化

1 

中
性

化
2 

中
性

化
3 

中
性

化
4 

 

中
性

化
の

進
展

は
環

境
条

件
（

二
酸

化
炭

素
濃

度
，
温

度
，
相

対
湿

度
な
ど

）
の

影
響
を

受
け

る

た
め

，
停

止
中

に
お

い
て
も

，
運

転
中
と

同
じ

部

位
の

経
年

劣
化

の
発

生
・

進
展

を
想

定
す

る
必

要
が

あ
る

。
【
中

性
化

1
,2

,3
,
4
】
 

た
だ

し
，

停
止

中
は

運
転

中
と

比
べ

て
環

境
条

件
が

大
き

く
変

わ
る

も
の

で
は

な
く

，
運

転
中

よ
り

も
中

性
化

の
進

展
が

促
進

さ
れ

る
状

況
で

は
な

い
。

 

一
方

で
，

中
性

化
の

進
展

傾
向

及
び

余
裕

を
確

認
す

る
た

め
，

高
経

年
化

技
術

評
価

実
施

プ
ラ

ン
ト

を
対

象
に

，「
高

経
年
化

技
術

評
価

」
及

び

「
運

転
期

間
延

長
認

可
申

請
の

劣
化

状
況

評

価
」
の

環
境
条

件
等

に
基
づ

き
，
中

性
化

深
さ

に

つ
い

て
外

挿
評

価
を

実
施

し
た

結
果

，
プ

ラ
ン

ト
運

転
期

間
（

最
大

6
0
年

）
に

停
止

期
間

20
年

を
仮

定
し

て
加

え
た

と
し

て
も

，
鉄

筋
が

腐
食

し
始

め
る

深
さ

に
ま

で
到

達
し

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
。
（

ガ
イ

ド
ラ
イ

ン
別

添
A
，

別
紙
４

－

１
参

照
）

 

こ
の

よ
う

に
，

経
年

劣
化

に
至

る
ま

で
の

余
裕

が
あ

る
こ

と
を

考
慮

し
，

保
全

ポ
イ

ン
ト

と
し

て
は

，
運

転
中

と
同

じ
く
，
鉄

筋
の

腐
食

に
至

る

よ
う

な
劣

化
が

発
生

し
な

い
こ

と
を

確
認

す
る

た
め

に
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

ひ
び

割
れ

有
無

を
確

認
す

る
た

め
の

目
視

点
検

な
ど

の
定

期
的

な
点

検
及

び
必

要
に

応
じ

た
補

修
等

を
継

続
す

る
こ

と
と

し
た

。
 

以
上

か
ら

，
中

性
化

は
プ

ラ
ン

ト
長

期
運

転
期

間
中

の
機

能
維

持
に

対
し

余
裕

が
あ

り
，

経
年

劣
化

の
発

生
・

進
展

が
有

意
で

は
な

い
劣

化
要

因
と

し
て

「
2
無

①
」

に
分

類
す

る
。
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＊
1
：

別
添

A
の

表
で

示
す

凡
例

や
注

釈
の

説
明
は

割
愛

す
る
。

 

＊
2
：

文
献

名
の

凡
例

及
び

該
当

す
る

知
見

は
，
後

段
の

「
文
献

リ
ス

ト
」

で
示

す
。

 

＊
3
：

発
電

所
で

実
際

に
行

わ
れ

て
い

る
保

全
活
動

及
び

当
該
保

全
活

動
の

結
果

確
認

さ
れ
て

い
る

部
位
の

健
全

性
も

参
考

の
上

，
保
全

ポ
イ

ン
ト
を

定
め

て
い

る
。

保
全

活
動
の

実
績

は
，
後

段
の

「
長

期
停

止
期

間
中
の

点
検

結
果
」

参
照

。
 

A
TE
N
A
ガ

イ
ド
ラ

イ
ン
（

別
添

A
）

＊
1
 

根
拠
と

す
る

技
術

ベ
ー

ス
＊
2
 

補
足
説

明
事

項
 

経
年

劣
化

事
象

 
想

定
さ

れ
る

部
位

 

長
期
停

止
期

間
中
の

経
年

劣
化

影
響

 
長

期
停

止
期

間
中

の
 

保
全

ポ
イ

ン
ト

 
備
考

 
影
響

有
無

 
説
明

 

塩
分
浸

透
 

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

強
度
低

下
）

 

屋
外

部
コ

ン
ク

リ
ー
ト

 
2
 

停
止

期
間

中
も

進
展

す
る

可
能

性

は
あ

る
が

，
運

転
中

と
傾

向
が

変

わ
る

も
の

で
は

な
い

。
 

 

目
視

点
検

な
ど

の
定
期

的
な

点
検

及
び

必
要

に
応

じ
た
補

修
等

（
運

転
中

と
同

様
の

保
全
活

動
を

継
続

す
る

）
 

 
塩

分
浸

透
1 

塩
分

浸
透

2 

塩
分

浸
透

に
よ

る
鉄

筋
腐

食
の

進
展

は
環

境
条

件
（

塩
化

物
イ

オ
ン

濃
度
，
温

度
，
相
対

湿
度

な

ど
）
の

影
響
を

受
け

る
た
め

，
停

止
中
に

お
い

て

も
，

運
転

中
と

同
じ

部
位

の
経

年
劣

化
を

想
定

す
る

必
要

が
あ

る
。
【

塩
分
浸

透
1
,
2
】
 

た
だ

し
，
評
価

対
象

は
屋
外

構
造

物
で

あ
り

，
停

止
中

は
運

転
中

と
比

べ
て

環
境

条
件

が
変

わ
る

も
の

で
は

な
く

，
運

転
中

よ
り

も
塩

分
浸

透
に

よ
る

鉄
筋

腐
食

が
促

進
さ

れ
る

状
況

で
は

な

い
。

 

一
方

で
，

塩
分

浸
透

の
進

展
傾

向
及

び
余

裕
を

確
認

す
る

た
め

，
高

経
年

化
技

術
評

価
実

施
プ

ラ
ン

ト
を

対
象

に
，「

高
経
年

化
技

術
評

価
」
及

び
「

運
転

期
間

 

な
ど

の
定

期
的

な
点

検
及

び
必

要
に

応
じ

た
延

長
認

可
申

請
の

劣
化

状
況

評
価

」
の

環
境

条
件

等
に

基
づ

き
，

鉄
筋

の
腐

食
減

量
に

つ
い

て
外

挿
評

価
を

実
施

し
た

結
果

，
プ

ラ
ン

ト
運

転
期

間
（

最
大

6
0
年

）
に

停
止

期
間

2
0
年

を
仮

定

し
て

加
え

た
と

し
て

も
，

コ
ン

ク
リ

ー
ト

に
ひ

び
割

れ
が

発
生

す
る

時
点

で
の

腐
食

減
量

に
ま

で
到

達
し

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
。（

ガ
イ
ド

ラ

イ
ン

別
添

A
，
別

紙
４

－
１

参
照

）
 

こ
の

よ
う

に
，

経
年

劣
化

に
至

る
ま

で
の

余
裕

が
あ

る
こ

と
を

考
慮

し
，

保
全

ポ
イ

ン
ト

と
し

て
は

，
運

転
中

と
同

じ
く
，
鉄

筋
の

腐
食

に
よ

る

劣
化

が
発

生
し

な
い

こ
と

を
確

認
す

る
た

め
に

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
ひ

び
割

れ
有

無
を

確
認

す
る

た
め

の
目

視
点

検
補

修
等

を
継

続
す

る
こ

と
と

し
た

。
 

以
上

か
ら

，
塩

分
浸

透
は

プ
ラ

ン
ト

長
期

運
転

期
間

中
の

機
能

維
持

に
対

し
余

裕
が

あ
り

，
経

年
劣

化
の

発
生

・
進

展
が

有
意

で
は

な
い

劣
化

要
因

と
し

て
「

2
無
①

」
に
分

類
す

る
。
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＊
1
：

別
添

A
の

表
で

示
す

凡
例

や
注

釈
の

説
明
は

割
愛

す
る
。

 

＊
2
：

文
献

名
の

凡
例

及
び

該
当

す
る

知
見

は
，
後

段
の

「
文
献

リ
ス

ト
」

で
示

す
。

 

＊
3
：

発
電

所
で

実
際

に
行

わ
れ

て
い

る
保

全
活
動

及
び

当
該
保

全
活

動
の

結
果

確
認

さ
れ
て

い
る

部
位
の

健
全

性
も

参
考

の
上

，
保
全

ポ
イ

ン
ト
を

定
め

て
い

る
。

保
全

活
動
の

実
績

は
，
後

段
の

「
長

期
停

止
期

間
中
の

点
検

結
果
」

参
照

。
 

A
TE
N
A
ガ

イ
ド
ラ

イ
ン
（

別
添

A
）

＊
1
 

根
拠
と

す
る

技
術

ベ
ー

ス
＊
2
 

補
足
説

明
事

項
 

経
年

劣
化

事
象

 
想

定
さ

れ
る

部
位

 

長
期
停

止
期

間
中
の

経
年

劣
化

影
響

 
長

期
停

止
期

間
中

の
 

保
全

ポ
イ

ン
ト

 
備
考

 
影
響

有
無

 
説
明

 

ア
ル
カ

リ
骨

材
反
応

 

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

強
度
低

下
）

 

全
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造

物
 

4
 

（
反

応
性

骨
材

を
使

用
し

て
い

な

い
こ

と
を

確
認

し
て

い
な

い
場

合
）

 

停
止

期
間

中
も

進
展

す
る

可
能

性

は
あ

る
が

，
運

転
中

と
傾

向
が

変

わ
る

も
の

で
は

な
い

。
 

一
方

で
，

廃
止

措
置

プ
ラ

ン
ト

を

除
く

比
較

的
新

し
い

プ
ラ

ン
ト

に

お
い

て
は

，
モ

ル
タ

ル
バ

ー
法

な

ど
に

よ
る

骨
材

の
反

応
性

試
験

に

よ
り

，
反

応
性

骨
材

で
は

な
い

こ

と
等

を
確

認
し

て
い

る
た

め
，

影

響
は

な
い

。
 

－
 

 

※
１

：
長

期
停

止
期

間
中

に
劣

化

が
発

生
，

進
展

し
な

い
，

ま
た

は

当
該

設
備

に
要

求
さ

れ
る

機
能

に

対
す

る
影

響
が

極
め

て
小

さ
い

劣

化
で

あ
る

も
の

の
，

運
転

中
と

同

様
の

保
全

活
動

（
目

視
点

検
な

ど

の
定

期
的

な
点

検
及

び
必

要
に

応

じ
た

補
修

等
）

を
継

続
す

る
こ

と

が
有

効
と

考
え
ら

れ
る

。
 

※
２

：
新

た
な

知
見

で
あ

る
遅

延

膨
張

性
骨

材
の

ア
ル

カ
リ

骨
材

反

応
に

よ
る

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
強

度

低
下

の
可

能
性

に
つ

い
て

は
，

通

常
の

目
視

点
検

や
部

材
変

形
な

ど

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
に

よ
り

兆
候

を

捉
え

る
こ

と
が
可

能
で

あ
る

。
 

 

ア
ル

カ
リ

骨
材

反
応

1
 

ア
ル

カ
リ

骨
材

反
応

の
進

展
は

，
使

用
材

料
お

よ
び

環
境

条
件

(
温

度
，

湿
度

な
ど

)
の

影
響

を

受
け

る
た

め
，

運
転

中
と

同
じ

部
位

の
経

年
劣

化
を

想
定

す
る

必
要

が
あ

る
。

 

た
だ

し
，

停
止

中
は

運
転

中
と

比
べ

て
環

境
条

件
が

大
き

く
変

わ
る

も
の

で
は

な
く

，
運

転
中

よ
り

も
ア

ル
カ

リ
骨

材
反

応
の

進
展

が
促

進
さ

れ
る

状
況

で
は

な
い

。
 

一
方

で
，

廃
止

措
置

プ
ラ

ン
ト

を
除

く
比

較
的

新
し

い
プ

ラ
ン

ト
に

つ
い

て
は

，
設

計
・
施
工

段

階
に

お
け

る
モ

ル
タ

ル
バ

ー
法

な
ど

に
よ

る
骨

材
の

反
応

性
試

験
に

よ
り

，
反

応
性

骨
材

で
は

な
い

こ
と

等
を

確
認

し
て

い
る

【
ア

ル
カ

リ
骨

材
反

応
1
】
た

め
，
経

年
劣

化
要

因
を

排
除
・
抑

制
し

て
い

る
。

 

以
上

か
ら

，
ア

ル
カ

リ
骨

材
反

応
は

長
期

停
止

期
間

中
に

お
け

る
経

年
劣

化
の

発
生

・
進

展
が

想
定

さ
れ

な
い

又
は

極
め

て
小

さ
い

劣
化

要
因

と
し

て
「

4
無
②

」
に

分
類

 
す

る
。

 

な
お

，
経

年
劣

化
の

発
生
・
進

展
が

無
い

こ
と

を

確
認

す
る

た
め

の
点

検
を

長
期

停
止

期
間

中
に

も
継

続
す

る
こ

と
が

有
効

と
し

た
。
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＊
1
：

別
添

A
の

表
で

示
す

凡
例

や
注

釈
の

説
明
は

割
愛

す
る
。

 

＊
2
：

文
献

名
の

凡
例

及
び

該
当

す
る

知
見

は
，
後

段
の

「
文
献

リ
ス

ト
」

で
示

す
。

 

＊
3
：

発
電

所
で

実
際

に
行

わ
れ

て
い

る
保

全
活
動

及
び

当
該
保

全
活

動
の

結
果

確
認

さ
れ
て

い
る

部
位
の

健
全

性
も

参
考

の
上

，
保
全

ポ
イ

ン
ト
を

定
め

て
い

る
。

保
全

活
動
の

実
績

は
，
後

段
の

「
長

期
停

止
期

間
中
の

点
検

結
果
」

参
照

。
 

A
TE
N
A
ガ

イ
ド
ラ

イ
ン
（

別
添

A
）

＊
1
 

根
拠
と

す
る

技
術

ベ
ー

ス
＊
2
 

補
足
説

明
事

項
 

経
年

劣
化

事
象

 
想

定
さ

れ
る

部
位

 

長
期
停

止
期

間
中
の

経
年

劣
化

影
響

 
長

期
停

止
期

間
中

の
 

保
全

ポ
イ

ン
ト

 
備
考

 
影
響

有
無

 
説
明

 

機
械
振

動
 

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

強
度
低

下
）

 

P
W
R
:
タ

ー
ビ
ン

架
台
等

 

B
W
R
:
タ

ー
ビ

ン
発
電

機

架
台

等
 

4
 

運
転

中
に

最
も

機
械

振
動

の
影

響

を
受

け
る

部
位

は
，

停
止

期
間

中

に
そ

の
影

響
を

受
け

な
い

。
 

一
方

で
，

停
止

期
間

中
に

機
械

振

動
を

受
け

る
主

な
部

位
と

し
て

，

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
基

礎

が
あ

る
が

，
機

器
の

出
力

や
稼

働

時
間

等
か

ら
，

そ
の

影
響

は
極

め

て
小

さ
い

。
 

－
 

※
１

：
長

期
停
止

期
間

中
に

劣
化

が
発

生
，

進
展
し

な
い

，
ま

た
は

当
該

設
備

に
要
求

さ
れ

る
機

能
に

対
す

る
影

響
が
極

め
て

小
さ

い
劣

化
で

あ
る

も
の
の

，
運

転
中

と
同

様
の

保
全

活
動
（

目
視

点
検

な
ど

の
定

期
的

な
点
検

及
び

必
要

に
応

じ
た

補
修

等
）
を

継
続

す
る

こ
と

が
有

効
と

考
え
ら

れ
る

。
 

機
械

振
動

1 

機
械

振
動

2 

機
械

振
動

3 

機
械

振
動

に
よ

る
疲

労
に

対
す

る
評

価
で

あ

り
，
P
LM

評
価
に
お

け
る

評
価

対
象

部
位

は
，
機

器
の

振
動

(
出

力
)
が

大
き

く
，

稼
働

時
間

が
長

い
タ

ー
ビ

ン
架

台
(
P
W
R
)
，
タ

ー
ビ

ン
発

電
機

架

台
(
B
W
R
)
で

あ
る

が
，
停

止
中

は
，

タ
ー

ビ
ン

，

発
電

機
と

も
に

稼
働

し
な

い
た

め
，

停
止

中
に

上
記

部
位

で
運

転
中

の
よ

う
な

機
械

振
動

を
受

け
な

い
。

 

一
方

で
，

停
止

中
に

機
械

振
動

を
受

け
る

主
な

部
位

と
し

て
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

基
礎

が
あ

る
が

，
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
設

備
の

出
力

や
稼

働
時

間
等

が
タ

ー
ビ

ン
発

電
機

に
比

べ
て

非
常

に
小

さ
い

こ
と
【

機
械
振

動
1
】
か

ら
，

タ
ー

ビ
ン

発
電

機
に

比
べ

機
械

振
動

に
よ

る
荷

重
の

繰
り

返
し

回
数

が
非

常
に

少
な

い
。
ま

た
，

こ
れ

ま
で

3
0
年

程
度

運
転
し

て
い

る
タ

ー
ビ

ン

発
電

機
架

台
に

は
，
機

械
振

動
（

疲
労
）
に

よ
る

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
強

度
低

下
は

確
認

さ
れ

て
い

な
い

【
機

械
振

動
2
】
。
こ

の
た

め
，

長
期
停

止

期
間

中
に

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
か

ら
生

じ
る

機
械

振
動
（

疲
労

）
に
よ

っ
て

コ
ン

ク
リ

ー

ト
の

強
度

低
下

が
発

生
す

る
可

能
性

は
極

め
て

小
さ

い
と

判
断

し
た

。
 

さ
ら

に
，
繰
返

し
載

荷
試
験

に
よ

り
，
上

限
応

力

が
長

期
許

容
引

張
力

以
下

の
場

合
に

は
，

疲
労

に
よ

る
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

強
度

低
下

が
生

じ
な

い
と

の
研

究
成

果
が

報
告

さ
れ

て
い

る
。【

機
械

振
動

3
】

 

以
上

か
ら

，
機

械
振

動
は

長
期

停
止

期
間

中
に

お
け

る
経

年
劣

化
の

発
生

・
進

展
が

想
定

さ
れ

な
い

又
は

極
め

て
小

さ
い

劣
化

要
因

と
し
て
「
4

無
②

」
に

分
類

す
る

。
 

な
お

，
経

年
劣

化
の

発
生
・
進

展
が

無
い

こ
と

を

確
認

す
る

た
め

の
点

検
を

長
期

停
止

期
間

中
に

も
継

続
す

る
こ

と
が

有
効

と
し

た
。
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＊
1
：

別
添

A
の

表
で

示
す

凡
例

や
注

釈
の

説
明
は

割
愛

す
る
。

 

＊
2
：

文
献

名
の

凡
例

及
び

該
当

す
る

知
見

は
，
後

段
の

「
文
献

リ
ス

ト
」

で
示

す
。

 

＊
3
：

発
電

所
で

実
際

に
行

わ
れ

て
い

る
保

全
活
動

及
び

当
該
保

全
活

動
の

結
果

確
認

さ
れ
て

い
る

部
位
の

健
全

性
も

参
考

の
上

，
保
全

ポ
イ

ン
ト
を

定
め

て
い

る
。

保
全

活
動
の

実
績

は
，
後

段
の

「
長

期
停

止
期

間
中
の

点
検

結
果
」

参
照

。
 

A
TE
N
A
ガ

イ
ド
ラ

イ
ン
（

別
添

A
）

＊
1
 

根
拠
と

す
る

技
術

ベ
ー

ス
＊
2
 

補
足
説

明
事

項
 

経
年

劣
化

事
象

 
想

定
さ

れ
る

部
位

 

長
期
停

止
期

間
中
の

経
年

劣
化

影
響

 
長

期
停

止
期

間
中

の
 

保
全

ポ
イ

ン
ト

 
備
考

 
影
響

有
無

 
説
明

 

凍
結
融

解
 

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

強
度
低

下
）

 

地
上

部
コ

ン
ク

リ
ー
ト

 
4
 

（
立

地
地

点
が

凍
結

融
解

の
お

そ

れ
の

あ
る

と
判

断
さ

れ
る

場
合

）

停
止

期
間

中
も

進
展

す
る

可
能

性

は
あ

る
が

，
運

転
中

と
傾

向
が

変

わ
る

も
の

で
は

な
い

。
 

一
方

で
，

設
計

・
施

工
段

階
に

お

い
て

凍
結

融
解

作
用

に
対

す
る

抵

抗
性

を
確

保
す

る
た

め
に

有
効

な

空
気

量
を

満
足

す
る

な
ど

の
対

策

を
施

し
て

い
る

た
め

，
影

響
は

な

い
。

 

 

－
 

※
１

：
長

期
停
止

期
間

中
に

劣
化

が
発

生
，

進
展
し

な
い

，
ま

た
は

当
該

設
備

に
要
求

さ
れ

る
機

能
に

対
す

る
影

響
が
極

め
て

小
さ

い
劣

化
で

あ
る

も
の
の

，
運

転
中

と
同

様
の

保
全

活
動
（

目
視

点
検

な
ど

の
定

期
的

な
点
検

及
び

必
要

に
応

じ
た

補
修

等
）
を

継
続

す
る

こ
と

が
有

効
と

考
え
ら

れ
る

。
 

凍
結

融
解

1 
凍

結
融

解
に

よ
る

劣
化

の
進

展
は

，
環

境
条

件

(
温

度
な

ど
)
の

影
響

を
受

け
る

た
め

，
運

転
中

と
同

じ
部

位
の

経
年

劣
化

を
想

定
す

る
必

要
が

あ
る

。
 

た
だ

し
，

評
価

対
象

部
位

は
屋

外
の

地
上

部
コ

ン
ク

リ
ー

ト
で

あ
り

，
停

止
中

は
運

転
中

と
比

べ
て

環
境

条
件

が
変

わ
る

も
の

で
は

な
く

，
運

転
中

よ
り

も
凍

結
融

解
に

よ
る

劣
化

の
進

展
が

促
進

さ
れ

る
状

況
で

は
な

い
。

 

一
方

で
，

立
地

地
点

が
凍

結
融

解
の

お
そ

れ
の

あ
る

と
判

断
さ

れ
る

場
合

に
は

，
設

計
・
施
工

段

階
に

お
い

て
凍

結
融

解
作

用
に

対
す

る
抵

抗
性

を
確

保
す

る
た

め
に

有
効

な
空

気
量

を
満

足
す

る
な

ど
の

対
策

を
施

し
て

い
る

【
凍

結
融
解

1
】

た
め

，
経

年
劣

化
要

因
を

排
除

・
抑

制
し

て
い

る
。

 

以
上

か
ら

，
凍

結
融

解
は

長
期

停
止

期
間

中
に

お
け

る
経

年
劣

化
の

発
生

・
進

展
が

想
定

さ
れ

な
い

又
は

極
め

て
小

さ
い

劣
化

要
因

と
し
て
「
4

無
②

」
に

分
類

す
る

。
 

な
お

，
経

年
劣

化
の

発
生
・
進

展
が

無
い

こ
と

を

確
認

す
る

た
め

の
点

検
を

長
期

停
止

期
間

中
に

も
継

続
す

る
こ

と
が

有
効

と
し

た
。

 

熱
 

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

遮
蔽
能

力
低

下
）
 

P
W
R
:
内

部
コ

ン
ク
リ

ー

ト
(
１

次
遮
蔽

壁
)
 

B
W
R
:
ガ

ン
マ

線
遮
へ

い

壁
，

一
次

遮
へ

い
壁
 

5
 

停
止

期
間

中
は

高
い

熱
の

影
響

を

受
け

な
い

。
 

－
 

※
１

：
長

期
停
止

期
間

中
に

劣
化

が
発

生
，

進
展
し

な
い

，
ま

た
は

当
該

設
備

に
要
求

さ
れ

る
機

能
に

対
す

る
影

響
が
極

め
て

小
さ

い
劣

化
で

あ
る

も
の
の

，
運

転
中

と
同

様
の

保
全

活
動
（

目
視

点
検

な
ど

の
定

期
的

な
点
検

及
び

必
要

に
応

じ
た

補
修

等
）
を

継
続

す
る

こ
と

が
有

効
と

考
え
ら

れ
る

。
 

－
 

最
高

温
度

に
対

す
る

評
価

で
あ

り
，
P
L
M
評
価

に

お
け

る
評

価
対

象
部

位
は

，
遮

蔽
能

力
が

要
求

さ
れ

る
部

位
の

う
ち

，
高

温
と

な
る

内
部

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
一

次
遮

蔽
壁

(P
W
R
)
，
ガ
ン

マ
線

遮

へ
い

壁
，
一
次

遮
へ

い
壁

(B
WR

)
で

あ
る

が
，
停

止
中

に
お

い
て

は
，

運
転

時
の

よ
う

な
熱

影
響

を
受

け
な

い
こ

と
か

ら
，

運
転

時
よ

り
も

高
温

に
な

る
こ

と
は

な
い

。
 

以
上

か
ら

，
停

止
期

間
中

の
劣

化
要

因
は

無
い

た
め

，
「

5
無
②
」

と
分

類
す
る

。
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